
　第３次 男女共同参画基本計画　事業評価シート
令和８年７月３日（金）多様性社会推進課

令和８年度 第１回 男女共同参画審議会

事前送付資料２

基本目標

課題

施策の方向

令和７年度事業実績
（具体的な内容）

事業実績における課題
次期計画期間における

具体的な取り組み
令和2年度
の貢献度

令和3年度
の貢献度

令和4年度
の貢献度

中間評価
令和5年度
の貢献度

令和6年度
の貢献度

令和7年度
の貢献度

総合評価
令和7年度
評価の理由

総合評価の理由

1 1 男女共同参画社会
づくりのための情報
紙の発行

市民と協働により情報紙を発行
し、市民の手に届くよう配布しま
す。

【管理指標項目】
情報紙の発行回数

【目標値】
年3回
　
【７年度実績】
年2回

情報紙「きらきら」を市民公募の編集委
員6名と編集・発行し、学校や関係機関
等に配布した。
第60号【「看護師になる」という選択～多
様性と と も に 歩む私た ちの未来～】
（18,000部）
第61号【部長職に就いた女性ロールモ
デル～“今できるベスト“を重ねて～】
（20,000部）

第60号は東邦大学の看護実習生を特
集記事とし、その記事を大学HPにおい
て広報いただくことでこれから社会に出
る学生に対して関心をもっていただくよ
うな働きかけとなった。第61号は女性
ロールモデルを特集記事とし、配布先
には商工会議所も含まれており、女性
のキャリアデザインに関心をもっていた
だくような働きかけとなった。
また、広く配布することが編集委員への
参加希望にもつながり、新規に１名が加
入した。

読み手の関心事をとらえ、意識啓発に
つながる男女共同参画の特集記事とな
るよう取材先に工夫し作成する。
引き続き、情報紙の内容に合わせて配
布先を見直し、より多くの方に読んでい
ただけるよう努める。
また、配布先に習志野高校を加えてる
予定であり、より若い層への周知に努め
る。

A:貢献でき
た

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

第60、61号ともに近年の世相に合った
内容に仕上がり、配布先や周知につい
てもその号の掲載内容に興味関心を抱
きやすい層の目に入りやすいよう工夫し
た。

配布先に市内小中学校を加える、発行
回数を3回から2回に見直すかわりに各
号の内容を充実させる、等の工夫で情
報紙を社会に行き渡らせた。
また、コロナ渦をきっかけに編集会議の
オンライン参加の環境を整備した、等の
会議の活性化となる取り組みは、情報
誌の完成度の向上につながった。

多様性社会
推進課

2 2 男女共同参画週間
における講演会な
どの実施

毎年行われる国の男女共同参
画週間に併せ、講演会などを実
施します。

【管理指標項目】
男女共同参画週間
に併せた講演会な
どの実施回数

【目標値】
年1回

【７年度実績】
年1回

男女共同参画週間にあわせた講演会を
実施した。
テーマ：相談力・受援力のアップ

参加者：会場39人

若い世代の参加を促すために、若年層
が興味を抱きやすいテーマ設定、保育
所等を中心としたチラシ配布等の周知
を行ったが、結果としては40歳代以上
の参加が大半を占める結果となった。

次年度以降の男女共同参画週間に向
け、運営委員会を立ち上げ、課題から
テーマを考察し、幅広い世代の人に男
女共同参画意識を持つきっかけとなる
ような講演会の実施に向け、準備を進
めている。
また、左記の課題を解決するために、周
知・申込の方法をはじめとしたさらなる
工夫を検討する。

B: あ ま り 貢
献 で き な
かった

A:貢献でき
た

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

講演後のアンケートにおいて9割以上の
人が「参考になった」と回答し、男女共
同参画に関して考える機会となった。

毎年様々なテーマを取り上げ講演会を
行い、また中央図書館と連携し関連書
籍の展示を行う等の試みも取り入れ、男
女共同参画について広く周知を行うこと
ができた。
また、令和6年度には市制施行70周年
の冠事業として産業振興課と共同開催
し、更に商工会議所の協力を得ることで
連携を図り、多くの参加者を集めること
ができた。

多様性社会
推進課

3 3 広 報 紙 、 ホ ー ム
ページ等メディアの
活用による啓発

男女共同参画センターで行って
いる事業や、男女共同参画に
関する情報を、広報紙、ホーム
ページ、ツイッター等を通じて発
信します。

【管理指標項目】
男女共同参画に関
する情報の広報紙、
ホームページ、ツ
イッター等による啓
発回数

【目標値】
年10回

【７年度実績】
年11回

・「性の多様性に関する啓発講座」
⇒広報習志野、ホームページ、X（旧ツ
イッター）、LINE
・「男女共同参画週間事業」
⇒広報習志野、ホームページ、TVモニ
ター
・「男女共同参画啓発講座（8月、1月に
開催。それぞれ下記にて発信）」
⇒広報習志野、ホームページ、X（旧ツ
イッター）、LINE
・「女性に対する暴力をなくす運動」
⇒広報習志野、ホームページ
・「再チャレンジ支援講座」（全3回開催）
⇒広報習志野、ホームページ、LINE
・「ＬＧＢＴ講座」
⇒広報習志野、X（旧ツイッター）、LINE、
ホームページ
・「パラレルキャリア講座」
⇒広報習志野、ホームページ、LINE
・男女共同参画社会づくり情報紙「きら
きら」編集委員募集
⇒広報習志野、ホームページ
・男女共同参画社会づくり情報紙「きら
きら」発行周知（9月号、2月号をそれぞ
れ下記にて発信））
⇒ホームページ、X（旧ツイッター）

各種講座の周知及び男女共同参画に
関する情報の広報活動を実施した。男
女共同参画に関して、継続的に広報を
行い、広く意識の醸成に努める必要が
ある。

広報紙及びホームページ等に男女共同
参画の情報掲載を行っていく。

B: あ ま り 貢
献 で き な
かった

A:貢献でき
た

S:大いに貢
献できた

A:貢献でき
た

S:大いに貢
献できた

A:貢献でき
た

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

各種講座等の周知及び男女共同参画
に関する情報発信を行った。
講座の参加者アンケートでは、参考に
なったとの回答が多く得られ、男女共同
参画の意識醸成につながった。

周知方法にLINE配信を取り入れるな
ど、より広く発信する取り組みを行った。
また、講座開催前だけでなく開催後にも
その内容をホームページに掲載すること
で、より広く意識の醸成に努めた。

多様性社会
推進課

4 4 市職員に対する男
女共同参画に関す
る研修の実施

新規採用職員を対象として、男
女共同参画の理解を深める研
修を実施し、男女共同参画の
意識向上を目指します。

【管理指標項目】
市職員対象の男女
共同参画に関する
研修の実施回数

【目標値】
年1回以上

【７年度実績】
年1回

新規採用職員研修（後期）において、男
女共同参画についての研修を実施。
(令和7年11月,受講者数：49名)

毎年、継続して実施していく必要があ
る。

新規採用職員研修（後期）の中で、男女
共同参画に関する研修を予定している。

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

研修を受講した多くの職員から、ワーク
ライフバランスや男女共同参画社会の
重要性について意見が出ており、男女
共同参画の意識向上に繋がったと考え
る。

毎年多くの職員から男女共同参画社会
やDVの防止、ジェンダーギャップの解消
やワークライフバランスの重要性につい
て多くの意見が出ており、男女共同参画
に関する意識は高まったと考える。

人事課

5 5 民生委員・児童委
員に対する男女共
同参画に関する啓
発の推進

市民生活に直結している民生
委員・児童委員を対象とする男
女共同参画に関する啓発を推
進し、研修の参加を促します。

【管理指標項目】

【目標値】

【6年度実績】

多様性社会推進課から配布依頼のあっ
た講座等のチラシを配布した。

男女共同参画に係る講座や研修の案
内は行っているが、参加は本人の意思
に任せている。

今後も、民生委員・児童委員として、必
要な知識を習得するため、研修の参加
を促していく。

B: あ ま り 貢
献 で き な
かった

B: あ ま り 貢
献 で き な
かった

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

引き続き、男女共同参画の講座等のチ
ラシの配布を行い、講座（研修）の参加
を促しているため。

引き続き、男女共同参画の講座等のチ
ラシの配布を行い、講座（研修）の参加
を促しているため。

健康福祉政
策課

№ 事業
番号

事業名 事業内容
R７管理指標

実績

基本目標に対する貢献度

Ⅰ人権が尊重される社会づくり

1　男女共同参画の意識の醸成

①男女共同参画の意識啓発

事業に対する評価

担当課

1



基本目標

課題

施策の方向

令和７年度事業実績
（具体的な内容）

事業実績における課題
次期計画期間における

具体的な取り組み
令和2年度
の貢献度

令和3年度
の貢献度

令和4年度
の貢献度

中間評価
令和5年度
の貢献度

令和6年度
の貢献度

令和7年度
の貢献度

総合評価
令和7年度
評価の理由

総合評価の理由

№ 事業
番号

事業名 事業内容
R７管理指標

実績

基本目標に対する貢献度

Ⅰ人権が尊重される社会づくり

1　男女共同参画の意識の醸成

①男女共同参画の意識啓発

事業に対する評価

担当課

6 6 男女共同参画につ
いての庁内啓発

市職員へ庁内啓発紙を発行
し、啓発を行います。

【管理指標項目】
市職員への男女共
同参画に関する庁
内啓発紙の発行回
数

【目標値】
年2回

【７年度実績】
年2回

職員啓発紙「ピーナ通信」を発行した。
・令和7年10月発行号「令和 7 年度習志
野市男女共同参画週間事業講演会「相
談力・受援力のアップ 」 を開催しまし
た！」
・令和8年3月発行号 「女性管理職が語
る～これまでの歩み～」

職員啓発紙「ピーナ通信」にて、職員へ
の意識啓発を実施した。
引き続き、職員のためになるタイムリー
なテーマを取り上げ、男女共同参画に
関する理解促進のための啓発を行う必
要がある。

職員啓発紙「ピーナ通信」は次年度2回
発行予定。

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

令和7年10月発行号では認知度の低い
テーマを取り上げ、また令和8年3月発
行号では本市部長職に取材を行うこと
で、職員が関心を持ちやすいテーマと
なった。

職員啓発紙「ピーナ通信」だけでなく、各
講座の開催情報や千葉県主催のオンラ
イン研修の周知など様々な情報を庁内
掲示板へ掲載することにより、男女共同
参画についての庁内啓発を行った。

多様性社会
推進課

7 7 男女共同参画に関
する講座などの開
催

男女共同参画に関する講座な
どを開催します。

【管理指標項目】
男女共同参画に関
する講座などの開
催回数

【目標値】
年3回以上

【７年度実績】
年4回

・「男女共同参画啓発講座」（8月、1月に
それぞれ開催）
・「再チャレンジ支援講座」（11月に全3
回開催）
・「パラレルキャリア講座」（3月に開催）

「男女共同参画啓発講座」（1月開催）に
おいては、新たな取り組みとして防災に
男女共同参画の視点を取り入れる主旨
の講座を開催し、市民への意識啓発に
つながった。

引き続き、男女共同参画の意識啓発に
つながる講座を開催する。

D:事業を実
施 で き な
かった

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

各講座にて実施したアンケートでは、参
考になったと回答した参加者が多く、男
女共同参画に関する啓発となった。また
市ホームページで講座の報告をし、参
加者以外への情報提供を図った。

家事育児講座、男性限定の絵本の読み
聞かせ講座、再就職希望の女性限定の
Excel講座、といった多種多様なジャン
ルの講座を行うことで、市民への意識啓
発につながった。

多様性社会
推進課

8 8-1 事業所に対する男
女共同参画に関す
る啓発

事業所に対して、商工会議所な
どの関係機関と連携し、男女共
同参画に関する啓発を行いま
す。

【管理指標項目】

【目標値】

【７年度実績】

・男女共同参画社会づくり情報紙「きら
きら」第61号において、「部長職に就い
た女性ロールモデル～“今できるベスト
“を重ねて～」という女性の働き方をテー
マとして、商工会議所を経由して会議所
会員に配布した。
・講座の案内チラシについて、商工会議
所を経由して会議所会員に配布した。

会議所会員以外の事業所への啓発方
法について引き続き検討する必要があ
る。

男女共同参画社会づくり情報紙「きらき
ら」第62号（令和8年9月発行予定）につ
いて、男性の育休を特集記事とし、商工
会議所を通じて 打 診 予 定 市内事業所
の男性取得者に取材を予定し、男性視
点から男女共同参画を啓発する予定。
また、会議所会員以外の事業所への啓
発について引き続き検討する必要があ
る。
なお、国・県等からの事業者向けの情報
提供があった場合は周知する。

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

各事業所への男女共同参画社会づくり
啓発紙「きらきら」の配布により、男女共
同参画の取り組みについて考えるきっ
かけをつくることができた。

男女共同参画社会づくり情報紙「きらき
ら」の配布、令和6年度は習志野市制施
行70周年記念の冠事業として商工会議
所の協力のもと働き方に関する講演会
を開催、令和3年度は習志野市ワーク・
ライフ・バランス推進に関する事業所調
査を実施して報告書を商工会議所を通
じて配布、といった取り組みにより周知・
啓発を実施した。

多様性社会
推進課

9 8-2 事業所に対する男
女共同参画に関す
る啓発

事業所に対して、商工会議所な
どの関係機関と連携し、男女共
同参画に関する啓発を行いま
す。

【管理指標項目】

【目標値】

【７年度実績】

多様性社会推進課より依頼のあった
リーフレット等を窓口に配架し、周知に
努めた。

特になし。 次年度は、事業者が参加するイベント等
の機会を活用し、周知に取り組む。
　窓口への配架は引き続き継続する。

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

リーフレットの配架により男女共同参画
に関する啓発を行えたため。

多様性社会推進課と協力することで、昨
年度よりも周知の機会を増やすことがで
きたため。

産業振興課

2



基本目標

課題

施策の方向

令和7年度事業実績
（具体的な内容）

事業実績における課題
次期計画期間における

具体的な取り組み
令和2年度
の貢献度

令和3年度
の貢献度

令和4年度
の貢献度

中間評価
令和5年度
の貢献度

令和6年度
の貢献度

令和7年度
の貢献度

総合評価
令和7年度
評価の理由

総合評価の理由

10 9 男女共同参画関係
図書および情報の
収集と提供

男女共同参画に関する図書お
よび資料を整備し、提供しま
す。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

・貸出人数4人（4冊）
・各種啓発講座にて、関連図書を展示
し、情報提供を行った。
・男女共同参画社会づくり情報紙「きら
きら」でおすすめ図書を紹介するコー
ナーを設けた。

各種啓発講座での展示や、男女共同参
画社会づくり情報紙「きらきら」において
おすすめ図書を紹介することで、所蔵す
る図書の周知につなげるほか、中央図
書館の協力により、ブックポスト経由で
の返却を受け付けることで、利用者の
利便性向上を図っている。
引き続き、利用しやすい環境整備につ
いて検討していく必要がある。

各種啓発講座での展示や、男女共同参
画社会づくり情報紙「きらきら」にておす
すめ図書を紹介することで、図書貸出に
つながった事例があることから、継続し
て関連した図書の紹介を行う。

D:事業を実
施 で き な
かった

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

適切な周知を図ってはいるが、図書およ
び資料の貸出人数は年々減少傾向に
ある。

各種啓発講座での展示、男女共同参画
社会づくり情報紙「きらきら」にておすす
め図書を紹介、などの取り組みを継続し
て周知を図った。
また、コロナ渦の際は感染拡大防止の
ために施設内での図書閲覧を休止しち
ば電子申請サービスを活用した事前予
約制による貸出を実施、定期的な蔵書
整理を実施、等の状況に沿った対応を
行った。
しかし、適切な周知を図ってはいるが、
図書および資料の貸出人数は年々減少
傾向にある。

多様性社会
推進課

11 10 男女共同参画に関
する意識調査の実
施

次期基本計画策定の資料とす
るため、市民、事業所及び市職
員の男女共同参画に関する意
識調査を実施します。

【管理指標項目】
市民、事業所および
市職員の男女共同
参画に関する意識
調査の実施回数

【目標値】
現計画中に1回

【7年度実績】
0回

令和7年度は調査の実施なし。
（令和6年度実施済み。）

令和7年度は調査の実施なし。
（令和6年度実施済み。）

市民、事業所および市職員の男女共同
参画に関する意識調査を令和6年度に
実施し、得た結果を第四次計画の策定
するための基礎資料として活用した。

D:事業を実
施 で き な
かった

D:事業を実
施 で き な
かった

D:事業を実
施 で き な
かった

D:事業を実
施 で き な
かった

D:事業を実
施 で き な
かった

S:大いに貢
献できた

D:事業を実
施 で き な
かった

S:大いに貢
献できた

令和7年度は調査の実施なし。
（令和6年度実施済み。）

市民、事業所および市職員の男女共同
参画に関する意識調査を令和6年度に
実施し、得た結果を第４次計画の策定
するための基礎資料として活用した。

多様性社会
推進課

№ 事業
番号

事業名 事業内容
R7管理指標

実績

基本目標に対する貢献度

Ⅰ人権が尊重される社会づくり

1　男女共同参画の意識の醸成

②男女共同参画に関する情報収集と調査研究

事業に対する評価

担当課

3



基本目標

課題

施策の方向

令和7年度事業実績
（具体的な内容）

事業実績における課題
次期計画期間における

具体的な取り組み
令和2年度
の貢献度

令和3年度
の貢献度

令和4年度
の貢献度

中間評価
令和5年度
の貢献度

令和6年度
の貢献度

令和7年度
の貢献度

総合評価
令和7年度
評価の理由

総合評価の理由

12 11 社会的性別（ジェン
ダ ー ） の 視 点 を 持
ち、国際交流の促進
および国際理解に
向けた情報の収集
と提供

姉妹都市との交流を中心に、男
女問わず、社会的性別（ジェン
ダー）の視点を持った市民の国
際感覚の醸成を促します。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

市国際交流協会に対し、補助金交付及
び市庁舎分室の会議室の提供を行い、
協会の活動を支援した。
また、令和8年度に実施予定の姉妹都市
提携40周年事業及び姉妹都市青少年交
流事業について、市国際交流協会及び
タスカルーサ市担当と連携し、行程（案）
を作成した。
事業におけるタスカルーサ市への派遣
団の募集は、広報紙他、国際交流協会
より各学校へ周知し、男女問わず応募を
受け付けている。
その他、タスカルーサ市桜まつりへの参
加・協力を行い、俳句コンテスト及び絵画
コンテストに市内各小・中・高等学校生
徒及び成人から数多くの応募があり、国
際感覚の醸成を促した。

令和8年度は、姉妹都市提携40周年事
業及び姉妹都市青少年交流事業の実
施予定年であり、各事業において、受
入・派遣を行う。できるだけ早い段階で
参加人数の確定や時期の確定を進め
る。
市国際交流協会に事業委託はおこなう
ものの、行程案に含まれる施設見学等
の要望がかなえられるよう、庁内各課と
の調整を要する。

タスカルーサ市側の体制も変化した
ことから、両市の重要視するもの、優
先順位をきちんと明確にとらえ、タス
カルーサ市及び市国際交流協会と密
に連絡を取り合い、計画を進めてい
く。

D:事業を実
施 で き な
かった

D:事業を実
施 で き な
かった

A:貢献でき
た

B: あ ま り 貢
献 で き な
かった

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

姉妹都市交流事業が復活し、各市
の交流の捉え方について、随時すり
合わせができている。

国際交流という性質上、新型コロナウイ
ルスに制限を受ける期間が長く、実績
の振り幅の大きい分野であったが、制
限期間中に実施したオンライン交流な
どが、気軽に交流のできる場として定着
し、現在も業務上の調整や打ち合わせ
等に大いに活用できている。
また、市国際交流協会員もコロナウイ
ルス感染症を受け、345人まで減少して
いたものの、5類移行後は会員数も429
人と以前同様に増加し、協会事業や本
市国際交流事業に興味をもってもらえ
る環境が整備できつつあると感じてい
る。

協働政策課

№ 事業
番号

事業名 事業内容
R7管理指標

実績

基本目標に対する貢献度

担当課

Ⅰ人権が尊重される社会づくり

1　男女共同参画の意識の醸成

③国際交流を通じた男女平等意識への理解の促進

事業に対する評価

4



基本目標

課題

施策の方向

令和7年度事業実績
（具体的な内容）

事業実績における課題
次期計画期間における

具体的な取り組み
令和2年度
の貢献度

令和3年度
の貢献度

令和4年度
の貢献度

中間評価
令和5年度
の貢献度

令和6年度
の貢献度

令和7年度
の貢献度

総合評価
令和7年度
評価の理由

総合評価の理由

13 12 保育所・幼稚園・こ
ども園における男女
平等の保育・教育の
推進

乳幼児の保育や指導において、
男女平等の視点に配慮したカリ
キュラムを行っているかを点検
し、必要に応じて見直しを行い
ます。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

男女平等の視点を含んだこどもの人
権教育を指導計画に位置付け、計画
的に実施をした。

計画的な人権教育と、日々の教育・保
育での具体的な場面や姿を併せ、こ
どもたちの理解につながる内容の工
夫を継続して取り組んでいく。

今後も、人権教育に関する教材や資
料を参考に、指導計画の内容の充実
を図っていく。

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

こどもへの人権教育の充実を意
識した回数増加や内容の工夫が
図られたため。

男女の区別ない教育・保育内容を環
境面や保育教諭の関わり方等、具体
的に考えていく取り組みが図られてき
ているため。

こども保育課

14 13 保育・幼児教育関係
者の男女平等教育
に関する内容を盛り
込んだ研修の実施

保育所・幼稚園・こども園職員に
対して、男女平等教育に関する
内容を盛り込んだ研修を実施し
ます。

【管理指標項目】
男女平等教育に関
する内容を盛り込ん
だ研修の実施回数

【目標値】
年3回

【7年度実績】
年3回

研修実施回数は施設により異なる
が、内容に外部資料や事例を取り入
れるなど工夫をし、取り組んできた。

各施設の職員数や実態に合わせて、
研修内容を考え、日々の教育・保育に
つながるものとしていく。

計画的に研修実施を行い、日々の教
育・保育につなげていく。

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

年3回の研修実施に取り組んだ
施設数が増えたため。

男女平等の意識を職員間で確認、共
有しながら、教育・保育の実施に努め
ているため。

こども保育課

№ 事業
番号

事業名 事業内容
R7管理指標

実績

基本目標に対する貢献度

担当課

Ⅰ人権が尊重される社会づくり

2　男女平等教育・学習の推進

①就学前における男女平等教育の推進

事業に対する評価

5



基本目標

課題

施策の方向

令和7年度事業実績
（具体的な内容）

事業実績における課題
次期計画期間における

具体的な取り組み
令和2年度
の貢献度

令和3年度
の貢献度

令和4年度
の貢献度

中間評価
令和5年度
の貢献度

令和6年度
の貢献度

令和7年度
の貢献度

総合評価
令和7年度
評価の理由

総合評価の理由

15 14 男女平等の視点を
盛り込んだ人権尊
重教育の推進

人権尊重教育の一環として、男
女平等について学ぶ授業などを
行います。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

社会科や道徳科、総合的な学習の時
間を中心に多様性の尊重や基本的人
権、ユニバーサルデザインについて学
ぶ機会を設けた。

学習したことが日常生活においてどう
生かされているのか評価がしづらい。

各教科等においての学習を通して男
女平等や多様性の理解について推進
していく。

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

教科学習の中で男女平等や性の多様
性について継続的に指導している。

各年度において男女平等や多様性に
関する理解を深める学習機会を継続
的に提供してきたため。

指導課

16 15 男女平等の視点に
立った教育相談、適
応指導教室の実施

教育相談、適応指導教室にお
いては、男女平等の視点に配慮
し、個に応じた相談、指導を行
います。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

児童生徒、保護者に対して、男女平
等の視点をもちながら、個に応じた丁
寧な相談、指導を行った。

多様化する相談内容に丁寧に、的確
に対応することができるよう、センター
全体の知識理解を深め、現代的な課
題に向き合っていけるようにする。

常に個に応じた丁寧な対応、指導、相
談が行えるよう心掛け、教育相談業
務やフレンドあいあいの運営を実施し
ていく。

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

児童生徒が楽しくフレンドあいあいに
通い、自分らしさを表現できる姿が見
られたため。また、教育相談の中で保
護者の方に寄り添った相談業務を行
うことができたため。

男女平等の視点に立ち、教育相談や
フレンドあいあいの活動の中で児童生
徒や保護者それぞれの悩みや不安に
寄り添いながら相談や指導を行うこと
ができたため。

総合教育セ
ンター

17 16 男女平等の視点に
立った進路指導の
実施

進路指導を行う上で、生徒や保
護者に対し、男女平等の視点に
配慮し、個に応じた指導を行い
ます。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

男女平等の視点に立ち、個の実態に
応じた進路指導を実施した。

男女の平等の視点やキャリア教育の
観点から、生徒の卒業後の将来につ
いて主体的に学ぶ取り組みが必要で
ある。

個に応じた進路指導となるように引き
続き取組を進める。

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

男女平等の視点に立って取組ができ
たため。

各年度において男女平等の視点に
立って取組を継続できたため。

指導課

18 17 男女平等の視点に
立った職場体験学
習の実施

職場体験学習を行う上で、男女
平等の視点に配慮し、個に応じ
た職場体験学習に取り組めるよ
うにします。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

男女平等の視点に立ち、個の実態に
応じた職場体験学習を実施した。

性別等の区別なく、児童生徒の興味
関心に沿って主体的に学べる機会と
していく必要がある。

個の興味関心にそった体験学習とな
るように引き続き取組を進める。

D:事業を実
施 で き な
かった

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

男女平等の視点に立って取組ができ
たため。

各年度において男女平等の視点に
立って取組を継続できたため。

指導課

19 18-1 校務分掌などにお
ける固定的性別役
割分担の解消

性別にとらわれず、適材適所、
能力開発の視点により教員の
職務分担（校務分掌）を行いま
す。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

各学校において、校長が学校教育目
標の実現に向け、性別にとらわれず、
個人の特性や長所を考慮して適材適
所を意識した校務分掌を決定した。

管理職のみならず、全教職員に対し
て根強い無意識の固定化（アンコン
シャスバイアス）を取り除く必要があ
る。

各種会議や研修等において、アンコン
シャスバイアスや性別にとらわれない
キャリア形成について触れる取組を
行っていく。

B: あ ま り 貢
献 で き な
かった

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

各学校において、実情に応じて適材
適所、能力開発の視点で校務分掌を
行っていた。

校務分掌の決定にあたっては、各学
校において、性別にとらわれることな
く、教員の経験、専門性及び能力開発
の視点を踏まえた適材適所の配置に
努めてきた。

指導課

20 18-2 校務分掌などにお
ける固定的性別役
割分担の解消

性別にとらわれず、適材適所、
能力開発の視点により教員の
職務分担（校務分掌）を行いま
す。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

・性別による固定観念を排し、各職員
の専門性やキャリア形成、個々の希
望を総合的に判断することで、能力を
最大限に発揮できる校務分掌を編成
した。
・「チーム学校」の推進にあたり、分掌
ごとの男女比や経験年数のバランス
に配慮した。これにより、特定の性別
に業務が偏ることなく、多角的な視点
から学校課題に対応できる体制を整
えた

・職務分担における性別役割の解消
は進展しているものの、校内のリー
ダー的役割や運営委員会を構成する
主任層における女性の配置割合につ
いては、依然として向上の余地があ
る。市全体として、より多角的な視点
を持った学校運営を実現するため、女
性教職員の積極的な登用を一層加速
させることが重要である。
 ・将来の管理職や中核教員を視野に
入れた「資質向上」に向け、性別を問
わずマネジメント能力を涵養する研修
機会の充実や、ライフイベントを考慮
した継続的なキャリア形成支援を組織
的に推進していくことが課題である。

・学校訪問や悉皆研修等を通じて、女
性教職員に対するリーダーシップ発揮
への啓発を積極的に行い、意欲ある
教職員が意思決定の場へ参画できる
組織風土の醸成を働きかける。
 ・次世代学校業務支援システム（C4th
等）やデジタルツールの更なる活用を
促進し、校務分掌における業務プロセ
スの簡素化・効率化を推進する。これ
により生み出された時間を活用し、性
別やライフステージにかかわらず、教
職員がその能力を最大限に発揮しつ
つ、持続可能な形で責任ある職務を
担える環境を整備する。

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

学務課として市内各小・中学校の校務
分掌編成に対する実効性のある指導
助言を行い、性別役割分担意識の解
消に向けた組織改革を牽引したため。

学務課の指導により、校内における固
定的性別役割分担が概ね解消され、
女性教職員が重要な役割を担う学校
が確実に増加したため。各校に対し、
性別を問わない資質能力ベースの人
事配置を徹底させた結果、女性の職
能発揮が進み、学校運営の活性化に
繋がったため。一方で、リーダー的役
割を担う女性比率のさらなる向上を喫
緊の課題と捉え、研修等を通じた組織
的な教員の資質向上を継続的に支援
したため。

学務課

№ 事業
番号

事業名 事業内容
R7管理指標

実績

基本目標に対する貢献度

担当課

Ⅰ人権が尊重される社会づくり

2　男女平等教育・学習の推進

②学校における男女平等教育の推進

事業に対する評価
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基本目標

課題

施策の方向

令和7年度事業実績
（具体的な内容）

事業実績における課題
次期計画期間における

具体的な取り組み
令和2年度
の貢献度

令和3年度
の貢献度

令和4年度
の貢献度

中間評価
令和5年度
の貢献度

令和6年度
の貢献度

令和7年度
の貢献度

総合評価
令和7年度
評価の理由

総合評価の理由

№ 事業
番号

事業名 事業内容
R7管理指標

実績

基本目標に対する貢献度

担当課

Ⅰ人権が尊重される社会づくり

2　男女平等教育・学習の推進

②学校における男女平等教育の推進

事業に対する評価

21 19 教職員の男女共同
参画に関する研修
への参加促進

県で主催する男女共同参画に
関する研修への参加を促進しま
す。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

・千葉県総合教育センター主催の「学
校人権教育指導者研修」に市内小中
学校の教職員2名を推薦
・千葉県教育委員会主催の「学校人
権教育研究協議会地区別協議会」に
市内小学校・中学校・幼稚園・こども
園の管理職が参加

今年度は、千葉県総合教育センター
が主催する人権教育に関する研修
が、１講座のみとなってしまった。ま
た、この講座は、推薦者のみが参加
する研修のため、参加者を増やすこと
ができなかった。人権教育に関する業
務は、他課の担当のため、今後、連携
していく。

引き続き、千葉県教育委員会や千葉
県総合教育センターが主催する男女
共同参画に関する研修への参加を促
進します。また、他課との連携ができ
るようにします。

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

千葉県教育委員会や千葉県総合教
育センターが主催する男女共同参画
に関する研修への参加を促進するこ
とができたため。

千葉県総合教育センター主催の「学
校人権教育指導者研修」に市内小中
学校の教職員2名を毎年推薦し参加さ
せることができたため。

総合教育セ
ンター

22 20-1 キャリア教育の推進 男女ともに個性と能力に応じ、
キャリア発達することによって社
会的責任を果たし、自らの可能
性を高めていく能力を育みま
す。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

男女の区別の概念なく、個性と能力、
興味と関心を基にキャリア設計を発達
段階に合わせて実施できた。

キャリア形成において、男女の平等の
視点からどのような課題があるのかを
理解する学習は不足している。

キャリア形成において、男女の平等の
視点からどのような課題があるのか
理解を促す学習機会を提供する。

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

特別活動を要として、さまざまな教育活
動の中で男女の隔てなく自己のキャリ
ア形成を目指した学習の取り組みがで
きている。

各年度において、特別活動を要として
男女の隔たりなくキャリア形成を目指
した学習ができているため。

指導課

23 20-2 キャリア教育の推進 男女ともに個性と能力に応じ、
キャリア発達することによって社
会的責任を果たし、自らの可能
性を高めていく能力を育みま
す。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

日常の学校生活において、生徒自身
が社会的責任及び能力を養ってい
る。また、学校教育や生徒指導の観
点からみても、日々男女分け隔てなく
教育指導を行っている。

日々の学校教育において授業・部活
動だけではなく、男女ともに分け隔て
なく参加できる文化祭・体育祭・予餞
会など、生徒自身が考え行動できるよ
う、社会的責任及び能力を養える教
育環境を整備している。

学校行事に興味を持ってもらえるよう
な企画を検討していく。

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

男女が共に活躍できるように学校行
事を企画しているため。

学校教育において授業・部活動だけ
ではなく、男女ともに分け隔てなく参加
できる文化祭・体育祭・予餞会など、
生徒自身が考え行動できるよう、社会
的責任及び能力を養える教育環境の
整備を行ったため。

習志野高校
（学務課）
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基本目標

課題

施策の方向

令和7年度事業実績
（具体的な内容）

事業実績における課題
次期計画期間における

具体的な取り組み
令和2年度
の貢献度

令和3年度
の貢献度

令和4年度
の貢献度

中間評価
令和5年度
の貢献度

令和6年度
の貢献度

令和7年度
の貢献度

総合評価
令和7年度
評価の理由

総合評価の理由

24 21 男女共同参画に関
する講座などの開
催や情報の提供

男女共同参画に関する講座な
どの開催や情報提供を行いま
す。

【管理指標項目】
男女共同参画に関
連する講座の実施
回数

【目標値】
各公民館で年1回以
上
【7年度実績】
全公民館149 回

全公民館において、父母が協力し子
育てにかかわりが持てるよう、幼児家
庭教育学級、育児講座等を実施した。

父親の参加が少なく、子育てへのか
かわりが母親に偏る傾向がみられる
ため、父親が主体的に育児に参加し
やすい講座等の開催や意識の醸成が
課題である。

父親が参加しやすいような開催日時
の設定や父親向けの内容（遊び方や
関わり方の講座等）を充実させ、参加
しやすい雰囲気づくりや広報の工夫を
行う。

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

父母が協力し子育てにかかわりが持て
るよう機会をとらえて講座を実施するこ
とができた。

・幼児家庭教育学級、育児講座、ＰＴＡ
家庭教育学級等において実施できた。

公民館

25 22 男女平等の視点に
立った幼児・ＰＴＡ家
庭教育学級の実施

幼児家庭教育学級およびＰＴＡ
家庭教育学級の実施について、
男女平等や男女共同参画の視
点に配慮し、日程や内容などの
検討を行います。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

・全公民館において、幼児家庭教育学
級、ＰＴＡ家庭教育学級を実施し、一
部カリキュラムの内容を工夫するとと
もに土曜日に開催した。

男女平等や男女共同参画の視点を踏
まえた講座を開催したものの、土曜日
の開催でも母親中心の参加に偏る現
状がある。

講座の内容の見直しや父親の積極的
な参加を促す周知を行う。

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

機会を捉え講座を実施した。 ・幼児家庭教育学級、ＰＴＡ家庭教育学
級において実施できた。

公民館

26 23 誰もが参加しやすい
講座づくり

講座の実施について、誰もが参
加できるよう日時・場所・保育な
どに配慮します。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

・各公民館において実施する、親子講
座において開催日を土日に配慮し実
施した。
・子ども講座において、保護者の送迎
を考慮し土日開催に配慮した。
・成人を対象とした講座においては保
育対応を実施した。
・性別にかかわりなく、誰もが参加でき
る講座を実施した。

土日の開催や保育付きで講座を実施
したが、特定層(母親中心・関心が高
い人など）に偏る傾向がある。

・引き続き、開催日等に配慮した講座
の実施に努めるとともに、誰もが参加
できることを明確に伝わるような広報
（周知）を行う。

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

開催日時に配慮し講座を開催した。 親子講座や子ども講座の実施にあた
り、各公民館において実施日に配慮し
た事業開催を行った。

公民館

№ 事業
番号

事業名 事業内容
R7管理指標

実績

基本目標に対する貢献度

担当課

Ⅰ人権が尊重される社会づくり

2　男女平等教育・学習の推進

③家庭、地域における男女平等教育・学習の推進

事業に対する評価
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基本目標

課題

施策の方向

令和7年度事業実績
（具体的な内容）

事業実績における課題
次期計画期間における

具体的な取り組み
令和2年度
の貢献度

令和3年度
の貢献度

令和4年度
の貢献度

中間評価
令和5年度
の貢献度

令和6年度
の貢献度

令和7年度
の貢献度

総合評価
令和7年度
評価の理由

総合評価の理由

27 24 性の多様性に関す
る理解促進

性の多様性に関する正しい理
解を促進するための啓発活動を
行います。また、パートナーシッ
プ制度について調査、研究を行
います。

【管理指標項目】
性の多様性に関す
る啓発の回数

【目標値】
年２回

【7年度実績】
年6回

・性の多様性講座を開催した。
（令和7年5月「絵本を通して私らしさを
考える大人のための絵本講座」参加
者29人）
（令和7年12月「ALLY～個性を認めあ
う社会へ～」参加者8人）。
・人権ポケットブック「セクシュアルマイ
ノリティと人権」を購入し、講座参加者
に配布した。
・性の多様性の理解促進について、子
育て支援コンシェルジュ養成講座（令
和7年5月）、東邦大学実習生受け入
れ（令和7年5月）および新規採用職員
研修（令和7年11月）において説明を
行った。
・パートナーシップ・ファミリーシップ制
度に取り組む県内自治体と都市間連
携協定を締結、および全国の制度実
施自治体で構成される「パートナー
シップ制度自治体間連携ネットワー
ク」に加入することで、転出入に係る
手続きの簡素化を図っている。

習志野市パートナーシップ・ファミリー
シップ制度の円滑な運営及び制度周
知と並行して、引き続き性の多様性に
関する啓発を行う必要がある。

性の多様性に関する啓発は、継続的
な取り組みが必要であることから、引
き続き性の多様性に関する啓発講座
を実施する。
また、習志野市パートナーシップ・ファ
ミリーシップ制度における、パートナー
宣言証の提示により利用可能な行政
サービスを改めてまとめ、ホームペー
ジに掲載することで制度の利用促進
を図る。

S:大いに貢
献できた

A:貢献でき
た

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

性の多様性講座の開催および啓発物
の配布により、正しい理解を促進し
た。また、習志野市パートナーシップ・
ファミリーシップ制度の宣言件数は着
実に増加しており、制度の浸透がうか
がえる。

性の多様性講座の開催および啓発物
の配布により、正しい理解を促進し
た。
また、習志野市パートナーシップ・ファ
ミリーシップ制度において、令和4年6
月1日に施行（令和8年3月31日時点で
宣言件数18件）、令和5年7月11日に
転出入に係る手続きの簡素化を図る
目的で県内自治体と都市間連携を協
定締結(当初は6市、令和8年3月31日
時点で17市が加入)および令和7年3
月1日に全国の制度実施自治体で構
成される「パートナーシップ制度自治
体間連携ネットワーク」に加入、等を
実施した。、そしてこれらの周知を図る
ために、広報紙や市ホームページ等
への掲載、報道機関へのプレスリリー
ス等を実施した。

多様性社会推
進課

28 25 【新規】
公的証明書などに
おける性別欄の廃
止などの周知

市が所管・使用する書類につい
て法的義務付けや事務の性質
上必要であるものを除き、性別
欄を廃止することお よびアン
ケート等で性別欄が必要な場合
は、男女以外の選択肢の設定
をすることについて庁内への周
知を行います。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

性別欄に関連する「性的指向及び性
自認・性別違和に関する対応指針」に
ついて、令和7年3月の改定を庁内イ
ンフォメーションで周知したうえでシス
テム上へ掲載、新規対応職員研修に
て配布を行い、不要な性別欄削除の
周知に努めた。また、表記方法等に
関する担当課からの個別の相談に対
して対応した。

公的証明書及びアンケート等の作成
時の性別欄の掲載方法について、引
き続き啓発を行う必要がある。

多様な性の理解促進のため、追跡調
査を実施し、引き続き不要な性別欄削
除と啓発に努める。

A:貢献でき
た

D:事業を実
施 で き な
かった

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

A:貢献でき
た

S:大いに貢
献できた

不要な性別欄削除の周知に努め、表
記方法等に関する担当課からの個別
の相談に対して対応した。

令和2年5月、令和4年10月、令和5年
10月および令和6年10月に公的書類
等への性別欄掲載状況調査を実施。
平成30年6月に実施した基礎調査以
降、77件（全体の17.1%）の書類から性
別欄が廃止された。
また、調査を通じて、各課の多様な性
への理解促進につながった。

多様性社会推
進課

29 26-1 【新規】
学校における性の
多様性に関する理
解促進

人権教育の中で、性の多様性
に関する内容を取り入れ、児
童・生徒への理解を促進しま
す。また、必要がない場合は性
別による区分をしないよう配慮
します。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

保健体育や社会科、道徳を中心に学
習機会を提供した。

学習機会のより一層の充実に努めて
いく必要がある。

各教科等の他に、資料提供等、様々
な場面を捉えて性の多様性に関する
理解を促す取組の充実を進める。

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

各教科等の時間において性の多様性
について学ぶ機会を設けたため。

各年度において性の多様性について
理解を深める取組を進めてきたため。

指導課

30 26-2 【新規】
学校における性の
多様性に関する理
解促進

人権教育の中で、性の多様性
に関する内容を取り入れ、児
童・生徒への理解を促進しま
す。また、必要がない場合は性
別による区分をしないよう配慮
します。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

各学校における性教育の中で、性の
多様性についても取り上げるよう依頼
した。

各学校で計画している外部講師(助産
師等)による講演の中で、性の多様性
についても触れていただいているが、
多くの内容を取り扱うため、深く掘り下
げることが難しい。

外部講師による講演前に行う打ち合
わせにおいて、性の多様性について
も講演内容に含まれることを確認し、
引き続き取り扱いを依頼する。

B: あ ま り 貢
献 で き な
かった

B: あ ま り 貢
献 で き な
かった

A:貢献でき
た

B: あ ま り 貢
献 で き な
かった

B: あ ま り 貢
献 で き な
かった

B: あ ま り 貢
献 で き な
かった

B: あ ま り 貢
献 で き な
かった

B: あ ま り 貢
献 で き な
かった

指導や講演の中で触れることはあっ
ても、そこから掘り下げることがなかな
か難しいと感じたため。

指導や講演の中で触れているもの
の、限られた時間の中でこの内容に
絞った指導は難しく、掘り下げることが
なかなか難しいと感じたため。

保健体育安全
課

31 27 【新規】
市職員に対する性
の多様性に関する
研修などの実施

新規採用職員研修において、性
の多様性に関する内容を盛り込
み、性の多様性に関する理解を
促進します。

【管理指標項目】
市職員に対する性
の多様性に関する
研修の実施回数

【目標値】
年１回

【7年度実績】
年1回

新規採用職員研修（後期）において、
男女共同参画についての研修を実
施。
(令和7年11月,受講者数：49名)

毎年、継続して実施していく必要があ
る。

新規採用職員研修（後期）の中で、性
の多様性に関する研修を予定してい
る。

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

研修を受講した多くの職員から性の多
様性やLGBTについて理解が深まった
との意見がでており、目標は達成でき
たと考える。

毎年受講した多くの職員からパート
ナーシップ・ファミリーシップ制度や性
の多様性、LGBTを自分の業務と結び
付けて考えた意見があり、理解は促
進できたものと考える。

人事課

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

D:事業を実
施 で き な
かった

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

総合教育セン
ター
（令和６年度よ
り担当課変更
あり。～令和６
年度　上段：指
導課、下段：学
校教育課）

32 28 【新規】
教職員の性の多様
性に関する研修な
どへの参加促進

県が主催する性の多様性に関
する研修などへの教職員の参
加を促進します。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

千葉県総合教育センターが主催する
性の多様性に関することをテーマにし
た研修が、今年度は実施されなかっ
た。

性の多様性に関する研修について、
他課が担当しているため、今後、連携
が必要である。

他課と連携しながら、性の多様性に関
する研修などへの教職員の参加を促
進します。

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

千葉県総合教育センターが主催する
性の多様性に関することをテーマにし
た研修が、今年度は実施されなかっ
たため。

県が主催する性の多様性に関する研
修などへの教職員の参加を推進する
ことができたため。

№ 事業
番号

事業名 事業内容
R7管理指標

実績

基本目標に対する貢献度

Ⅰ人権が尊重される社会づくり

3　性の多様性の理解促進と差別・人権侵害のない環境の醸成

①多様な性を尊重する意識啓発

事業に対する評価

担当課

9



基本目標

課題

施策の方向

令和7年度事業実績
（具体的な内容）

事業実績における課題
次期計画期間における

具体的な取り組み
令和2年度
の貢献度

令和3年度
の貢献度

令和4年度
の貢献度

中間評価
令和5年度
の貢献度

令和6年度
の貢献度

令和7年度
の貢献度

総合評価
令和7年度
評価の理由

総合評価の理由

33 29 人権尊重について
の広報と啓発

人権啓発のパンフレット等の配
布や広報紙により人権強化週
間などの周知を行います。ま
た、人権擁護委員の人権啓発
活動をサポートします。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

広報習志野へ人権週間及び人権相
談案内の掲載、人権啓発冊子・ポス
ターを各公共施設に配布したほか、人
権擁護委員が行う人権教室、各種コ
ンテスト、イベントにおける啓発活動
等の支援を行った。加えて、人権週間
を周知する横断幕を作成し庁舎へ掲
示、テレビ広報なるほど習志野におい
て人権教室を特集するといった啓発も
実施した。
また、「虐待・暴力・いじめ・差別から
自身を含む大切な人を守る都市宣
言」の宣言文を各啓発講座で配布を
行った。

人権擁護委員が行う人権教室の実施
学校数は昨年度と同件数であったた
め、周知を行い拡大を図る。

法務省等各関係機関の作成するパン
フレット、ポスターを活用した啓発活動
を実施する。
また、人権擁護委員が主体となって行
う、人権教室や標語、作文、ポスター
原画の各コンテスト実施に係る支援を
引き続き行う。

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

人権教室について、例年は実施時期
が3学期に集中しており人権擁護委員
の負担が大きくなっていたが、令和７
年度は年度当初の周知を拡大して実
施時期の平準化を図ることができた。

人権擁護委員が行う人権教室の実施
学校数および生徒数は、活動の周知
により中間評価以降は増加している。
また、人権教室開催後に、学校によっ
て実施した受講生徒へのアンケート
（感想文）から、悩みを抱えた生徒の
声を拾い学校と共有をすることができ
た。
さらに、横断幕の作成やテレビ広報の
放送など、周知方法を拡大している。

多様性社会
推進課

34 30 【女性活躍】
ハラスメントの防止
に向けた啓発

セクシュアル・ハラスメント、妊
娠・出産・育児休業などに関す
るハラスメント、パワー・ハラスメ
ントに関する認識を深め、被害
防止に向けた啓発を行います。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

男女共同参画啓発講座で家族で取り
組む家事・育児に関する講座を実施し
た。
情報紙「きらきら」においては、第61号
に男性の育児休業について記事を掲
載して啓発を図った。

講座や講義を通じて、幅広い世代へ
の周知を行った。今後も、テーマにあ
わせて、啓発の対象や手法を変えて
継続的に取り組む必要がある。

引き続き啓発方法や啓発機会の検討
を行う。

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

S:大いに貢
献できた

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

S:大いに貢
献できた

A:貢献でき
た

S:大いに貢
献できた

講座の開催、情報誌の配布等により、
幅広い世代への周知を行った。

啓発講座の実施に加え、東邦大学に
てDVおよびデートDVについて講義を
実施（令和5年7月14日、令和6年７月
31日）、また情報紙「きらきら」におい
ては第59号にハラスメント、第61号に
男性の育児休業について記事の掲載
を行い、啓発を図った。

多様性社会
推進課

35 31-1 【女性活躍】
働く場におけるハラ
スメントの防止に向
けた啓発

商工会議所などと連携・協力
し、誰もが働きやすい雇用環境
を確保するため、セクシュアル・
ハラスメント、妊娠・出産・育児
休業などに関するハラスメント、
パワー・ハラスメントの防止対策
の周知に努めます。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

商工会議所等との連携によるハラスメ
ント防止の取り組みは実施できなかっ
た。

打ち合わせの機会を持つことができな
かった。

商工会議所との連携した啓発に向
け、協議を進めていく。

D:事業を実
施 で き な
かった

D:事業を実
施 で き な
かった

D:事業を実
施 で き な
かった

D:事業を実
施 で き な
かった

D:事業を実
施 で き な
かった

S:大いに貢
献できた

D:事業を実
施 で き な
かった

A:貢献でき
た

打ち合わせの機会を持つことができな
かった。

令和6年度に、産業振興課と共同開催
した男女共同参画週間事業の講演会
にて、商工会議所の協力のもと、ワー
ク・ライフ・バランスに積極的に取り組
んでいる市内事業所を紹介してもら
い、その社員が講演会にてワーク・ラ
イフ・バランスを意識した事業所の取
り組みや体制、また、育児経験につい
て発表することで、幅広い世代に周知
を行った。

多様性社会
推進課

36 31-2 【女性活躍】
働く場におけるハラ
スメントの防止に向
けた啓発

商工会議所などと連携・協力
し、誰もが働きやすい雇用環境
を確保するため、セクシュアル・
ハラスメント、妊娠、出産、育児
休業などに関するハラスメント、
パワー・ハラスメントの防止対策
の周知に努めます。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

個々の労働者と使用者の間で生じ
た、パワハラ、セクハラなどの労働関
係のトラブルを解決するための窓口を
広報紙やホームページにて周知した。

特になし。 引き続き、ホームページや広報紙等を
活用しながら、制度周知に努める。

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

継続して広報習志野やホームページ
にて広く市民に周知が行えたため。

6年間継続してハラスメント防止に向
けた啓発を行うことができたため

産業振興課

37 31-3 【女性活躍】
働く場におけるハラ
スメントの防止に向
けた啓発

市職員や教育関係者に対し、セ
クシュアル・ハラスメント、妊娠・
出産・育児休業などに関するハ
ラスメント、パワー・ハラスメント
の防止に向けた研修や、被害
者の支援などを実施します。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

・臨時的任用職員研修（年３回）
服務及び不祥事根絶・綱紀粛正につ
いて
・市内小中学校から依頼を受けて不
祥事根絶研修を実施（一中、二中、習
高、計３回）
・市内小中学校管理職、教育委員会
職員を対象に弁護士を招き保護者対
応を含めた不祥事根絶研修の開催
（夏季休業中8/26）

ハラスメント防止および不祥事根絶を
確実なものとするためには、教職員一
人ひとりが当事者意識と切実感を持っ
て日々の教育活動に臨むことが不可
欠である。今後も、研修内容の形骸化
を防ぎつつ、継続的な啓発活動を通じ
て、服務規律の徹底と組織風土の改
革を推進することが課題である。

 管理職に対しては職場マネジメントお
よびハラスメント未然防止策の徹底を
図る一方、臨時的任用職員や会計年
度任用職員等に対しても服務規律研
修を確実に実施し、市内全校における
安全で健全な職場環境の構築を目指
す。

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

教育委員会としてハラスメント防止に
向けた対応指針を校長会議等を通じ
て管理職への周知徹底を図ったた
め。

前年度までの取組を継続しつつ、研
修対象を管理職から臨時的任用職
員、会計年度任用職員まで拡大し、全
教職員を網羅する啓発体制を確立し
た。特に、事例研究等を通じた当事者
意識の醸成に重点を置いた研修を展
開したことで、ハラスメントを許さない
組織文化の定着と、不祥事防止の実
効性をより一層高めることができたた
め。

学務課

38 31-4 【女性活躍】
働く場におけるハラ
スメントの防止に向
けた啓発

市職員や教育関係者に対し、セ
クシュアル・ハラスメント、妊娠・
出産・育児休業などに関するハ
ラスメント、パワー・ハラスメント
の防止に向けた研修や、被害
者の支援などを実施します。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

主なもの
・労務管理研修（5級昇格者）やリスク
マネジメント研修（6級管理職）を実施
し、ハラスメントにおける、管理・監督
者としての役割を学んだ。
(【労務管理研修】令和7年12月24日,
受講者数：28名)
（【リスクマネジメント研修】：令和7年7
月30日：33名）

ハラスメントについては、全ての職員
が正しい理解と防止するための方策
を学ぶ必要がある。

各階層別研修においてアサーティブコ
ミュニケーションとハラスメントを研修
で扱うテーマの一つとして盛り込む予
定。

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

管理・監督者に対する研修に加えて、
2・3・4級昇格者を対象とした研修にお
いても、同僚、後輩、部下との関わり
方について学ぶなど、ハラスメント防
止に向けた取組を実施したため。

多くの階層別研修においてハラスメン
トの加害者、被害者になることを防止
するための内容を盛り込んで実施した
ことで貢献できたと考える。

人事課

№ 事業
番号

事業名 事業内容
R7管理指標

実績

基本目標に対する貢献度

Ⅰ人権が尊重される社会づくり

３　性の多様性の理解促進と差別・人権侵害のない環境の醸成

②人権侵害のない環境に向けた啓発

事業に対する評価

担当課

10



基本目標

課題

施策の方向

令和7年度事業実績
（具体的な内容）

事業実績における課題
次期計画期間における

具体的な取り組み
令和2年度
の貢献度

令和3年度
の貢献度

令和4年度
の貢献度

中間評価
令和5年度
の貢献度

令和6年度
の貢献度

令和7年度
の貢献度

総合評価
令和7年度
評価の理由

総合評価の理由

№ 事業
番号

事業名 事業内容
R7管理指標

実績

基本目標に対する貢献度

Ⅰ人権が尊重される社会づくり

３　性の多様性の理解促進と差別・人権侵害のない環境の醸成

②人権侵害のない環境に向けた啓発

事業に対する評価

担当課

39 32 性の商品化を防ぐ
ための啓発

性の商品化を防ぐため、有害ビ
ラや看板の撤去などを行いま
す。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

性の商品化を防止するため、有害ビ
ラや看板の撤去等を目的として、関係
箇所のパトロールを実施した。
その結果、有害チラシや不適切な落
書き等は確認されず、地域の環境が
適切に保たれている状況を確認した。

有害ビラ等は確認されなかったが、潜
在的な事案の把握や早期発見には課
題がある。
また、継続的な見守り体制や関係機
関との連携の強化が必要である。

引き続きパトロールを実施し、有害ビ
ラ等の早期発見・未然防止に努める。
また、関係機関との連携を強化すると
ともに、地域への啓発活動を継続し、
健全な環境の維持を図る。

B: あ ま り 貢
献 で き な
かった

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

パトロールの実施により、有害ビラ等
の不適切な掲示物は確認されず、地
域の良好な環境が維持されているこ
とを確認できたため。また、継続的な
見守りと関係機関との連携により、未
然防止に寄与したと考えられるため。

令和２年度から令和７年度まで継続し
てパトロールや啓発活動を実施すると
ともに、落書き等を発見した際には関
係機関へ速やかに消去を依頼するな
ど、適切な対応を行ってきた。
その結果、有害ビラ等の不適切な掲
示物は確認されず、地域の良好な環
境の維持と未然防止に寄与したと考
えられるため。

青少年セン
ター
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基本目標

課題

施策の方向

令和7年度事業実績
（具体的な内容）

事業実績における課題
次期計画期間における

具体的な取り組み
令和2年度
の貢献度

令和3年度
の貢献度

令和4年度
の貢献度

中間評価
令和5年度
の貢献度

令和6年度
の貢献度

令和7年度
の貢献度

総合評価
令和7年度
評価の理由

総合評価の理由

40 33 DVに関する啓発 啓発パンフレットの配布や広報
紙、ホームページ等によりDVは
人権侵害であることや「女性に
対する暴力をなくす運動」の周
知について広報、啓発を行いま
す。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

・11月の「女性に対する暴力をなくす
運動」は広報習志野に掲載、テレビモ
ニターによる放映を行うほか、市庁舎
のライトアップ、男女共同参画推進団
体によるDVに関する掲示を行った。ま
た、11月は児童虐待防止推進月間で
あることから子育て支援課と連携し、
オレンジリボン運動とあわせて、DV防
止を表すパープルリボン運動の啓発
のため、市庁舎階段をパープルリボン
で装飾した。

ＤＶに関する啓発及び情報提供・相談
窓口の啓発に努める必要がある。
今後もより多くの市民にDVに関する
啓発、情報提供、また相談窓口の周
知を効果的にできるよう、掲示等の工
夫を検討する必要がある。

11月の「女性に対する暴力をなくす運
動」において、広報紙掲載、テレビモ
ニター掲載、庁舎ライトアップおよび市
庁舎階段をパープルリボンで装飾、男
女共同参画推進団体によるDVに関す
る掲示などを予定している。
今後も多くの人に啓発を行うため、周
知・啓発の方法を検討する必要があ
る。

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

子育て支援課と連携し、オレンジリボ
ン運動とあわせてパープルリボン運動
にて啓発を行い、その他様々な方法
で周知・啓発を行った。

11月の「女性に対する暴力をなくす運
動」に毎年取り組むのに加え、東邦大
学においてDVおよびデートDVについ
て講義を実施（令和5年7月14日、令和
6年７月31日）および国が作成したDV
カードを市庁舎トイレに設置及び各課
にチラシを配布などの取り組みを行っ
た。
またコロナ渦の際に、リモートワーク
の推進やステイホームによりDVのリ
スクが高くなることを想定し、情報提供
や相談窓口の周知のため、ステッ
カー、広報紙、ホームページ、ツイッ
ターなど多様な方法で啓発に取り組
んだ。

多様性社会
推進課

41 34 児童虐待防止への
啓発

ポスターやパンフレットの配布、
研修などにより、児童虐待防止
の啓発を行います。

【管理指標項目】
児童虐待防止への
啓発回数

【目標値】
年1回以上

【7年度実績】
年5回

児童虐待防止の啓発活動
①イオン津田沼にて啓発活動
②広報誌掲載
③テレビ広報動画配信
④市庁舎内パネル展示
⑤ならしのこどもを守る地域ネットワー
ク主催研修会

特になし 引き続き、児童虐待防止の啓発活動
として、ポスターやパンフレットの配
布、研修会の開催を行う。

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

１１月の児童虐待防止推進月間を中
心に庁内外で啓発活動を行うことがで
きたため。

毎年複数の手法を取り入れ、幅広い
層に児童虐待防止の啓発を行えたた
め。

こども家庭課
（旧：子育て
支援課）

42 35 児童・生徒の発達段
階に沿った人権尊
重の視点からの性
教育の推進

児童・生徒の発達段階に応じ
て、男女の成長の違いや生命
誕生の仕組みを学習し、児童・
生徒が男女対等の立場で、互
いの人権を尊重し合う教育を実
施します。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

各学校での保健の授業等において、
発達段階に応じてエイズや性に関す
る学習を行い、男女が尊重し合う資質
を養う教育を実施した。

性の多様性に関する理解をさらに深
めるとともに、児童生徒が多様な価値
観を尊重できるよう支援していくことが
必要と考える。

学習指導要領に沿った保健の授業を
実施する中で、男女が互いの人権を
尊重する態度を育成するとともに、性
の多様性についての理解促進を進め
る。

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

各学校において発達段階に応じた学
習を実施し、児童生徒が互いの人権
を尊重する意識を育む機会を提供で
きたと考えられるため。

学習指導要領に沿った保健の授業を
進めることで、男女が互いの人権を尊
重する態度を育成するとともに、性の
多様性についての理解促進を進める
機会を提供できるため。

保健体育安
全課

43 36-1 【新規】
デートDVに関する
啓発

デートDVに関する広報、啓発を
行います。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

11月に市庁舎1階展示スペースで行
われた「女性に対する暴力をなくす運
動」において、デートＤＶに関するチラ
シの設置及び配布を行った。
5月に東邦大学の実習生にDV、デート
DVの講義を行った。

引き続き、若い世代への広報・啓発の
方法について検討する必要がある。

様々な機会をとらえた啓発方法を検
討する。

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

A:貢献でき
た

S:大いに貢
献できた

11月に市庁舎1階展示スペースで行
われた「女性に対する暴力をなくす運
動」において、デートＤＶに関するチラ
シの設置及び配布を行った。

11月の「女性に対する暴力をなくす運
動」において毎年チラシ配布等に取り
組むのに加え東邦大学においてDVお
よびデートDVについて講義を実施し
た際は若い世代への啓発につながっ
た（令和5年7月14日、令和6年７月31
日）。また、職員が県主催のデートＤＶ
講座を見学するなど、今後の広報や
啓発につながる学習も行った。

多様性社会
推進課

44 36-2 【新規】
デートDVに関する
啓発

生徒に対して、デートＤＶに関す
る啓発を行います。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

各学校における性教育の中で、デート
DVについても取り上げるよう依頼し
た。

各学校で計画している外部講師(助産
師等)による講演の中で、デートDVに
ついても触れていただいているが、多
くの内容を取り扱うため、深く掘り下げ
ることが難しい。

外部講師による講演前に行う打ち合
わせにおいて、デートDVについても講
演内容に含まれることを確認し、引き
続き取り扱いを依頼する。

C:貢献でき
なかった

C:貢献でき
なかった

B: あ ま り 貢
献 で き な
かった

C:貢献でき
なかった

C:貢献でき
なかった

A:貢献でき
た

B: あ ま り 貢
献 で き な
かった

B: あ ま り 貢
献 で き な
かった

指導や講演の中で触れることはあっ
ても、そこから掘り下げることがなかな
か難しいと感じたため。

指導や講演の中で触れているもの
の、限られた時間の中でこの内容に
絞った指導は難しく、掘り下げることが
なかなか難しいと感じたため。

保健体育安
全課

45 36-3 【新規】
デートDVに関する
啓発

生徒に対して、デートＤＶに関す
る啓発を行います。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

小・中学生を対象としてデートDVに特
化した活動は特に実施していない。

デートDVについては小中学生にとっ
て認識しづらい、あるいは経験がまだ
乏しい環境であるので、理解が深まら
ない現状がある。

ポスター等による啓発を行い、自らが
体験した際や見聞きした際の相談窓
口などの周知を行っていく。

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

B: あ ま り 貢
献 で き な
かった

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

B: あ ま り 貢
献 で き な
かった

B: あ ま り 貢
献 で き な
かった

B: あ ま り 貢
献 で き な
かった

デートDVに絞った啓発活動はできていない
が、ポスターや人権啓発の一環として引き
続き行っていく。

各年度においての啓発活動が進めら
れていないため。

指導課

№ 事業
番号

事業名 事業内容
R7管理指標

実績

基本目標に対する貢献度

Ⅰ人権が尊重される社会づくり

4　配偶者・パートナーの間に生じる暴力（DV)の防止と対応

①DV防止のための広報・啓発

事業に対する評価

担当課
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基本目標

課題

施策の方向

令和7年度事業実績
（具体的な内容）

事業実績における課題
次期計画期間における

具体的な取り組み
令和2年度
の貢献度

令和3年度
の貢献度

令和4年度
の貢献度

中間評価
令和5年度
の貢献度

令和6年度
の貢献度

令和7年度
の貢献度

総合評価
令和7年度
評価の理由

総合評価の理由

46 37-1 A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

目標値以上に研修に参加した 毎年複数人が研修に参加し、DV支援
や男女共同参画への理解を深めるこ
とができたため。

こども家庭課
（旧：子育て
支援課）

47 37-2 A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

目標値以上に研修に参加した 目標値以上に研修に参加した 子育てサービ
ス課（旧：子
育て支援課）

48 37-3 各種相談員のDV等
に関する相談技術
の向上

DV啓発研修や男女共同参画に
関する研修への参加により、多
様化する相談内容に適切に対
応します。

【管理指標項目】
相談員のＤＶ研修な
どの参加回数

【目標値】
年１回以上
【7年度実績】
2回

相談員のＤＶ研修などへの参加回数
２回

スーパービジョン研修や教育相談研
修を通して、講師の先生からＤＶを含
めた多様な相談内容についての相談
の仕方や接し方、寄り添い方等につ
いて指導を受けた。

多様な相談内容に対応するために、
相談員の質の向上を図っていく必要
がある。そのために、研修会に指導主
事をはじめ、心理士（師）、教育相談員
等が参加し、必要に応じて広く共有を
図っていく。

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

所内で行うケース会議において、共
有、検討を行っているため。また、必
要に応じて各種関係機関と情報共有
も密に行っているため。

一年を通してスーパービジョン研修等
で相談ケースの共有や対応方法につ
いて検討、協議を行っているため。ま
た、必要に応じて各種関係機関と情
報共有を行い、DV等の個に応じた相
談内容に丁寧に対応することができ
たため。

総合教育セ
ンター

49 38-1 DV家庭の子どもへ
の支援

子どもの養育および発達に関す
る相談に応じながら、DV家庭の
早期発見に努め、虐待が疑わ
れる子どもについて、関係機関
との連携により支援を行いま
す。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

アウトリーチ型相談支援事業としてこ
どもセンターに出向き、子育て相談の
日事業を実施した。

コロナ禍による社会情勢の変化に合
わせた相談対応として、積極的なアウ
トリーチを行うことができた。

引き続き、社会情勢の変化に合わせ
た相談対応を行い、DV家庭の早期発
見に努め、虐待が疑われる子どもに
ついて、関係機関との連携により支援
を行います。子育て相談の日事業を
引き続き実施する。

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

こどもセンター等に出向く子育て相談
の日事業を実施し、子育て中の親の
声を聴くこと、相談に応じることができ
たため。

毎年同水準の事業を実施できていた
ため。

こども家庭課
（旧：子育て
支援課）

50 38-2 DV家庭の子どもへ
の支援

子どもの養育および発達に関す
る相談に応じながら、DV家庭の
早期発見に努め、虐待が疑わ
れる子どもについて、関係機関
との連携により支援を行いま
す。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

DVや児童虐待について相談があった
場合は、こども家庭課や健康支援課
等の関係機関と連携を図りながら対
応し、体制の構築に努めた。

各職員がDVや児童虐待に関する知
識を身につけ相談対応する必要があ
る。

DVや児童虐待が疑われる状況を把
握した際、センター内で情報を共有し
適切な支援に繋がるよう取組む。
・こども家庭課や健康支援課等、関係
機関との連携体制の構築に努める。
・研修などを通じてDVや児童虐待に
関する知識向上に努める。
・相談者が安心して相談できる環境や
体制づくりに努める。

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

DVや児童虐待などが疑われる状況を
把握した際、上司に報告した上で方針
を決定し、支援会議等で情報共有を
行い適切な支援に繋がるよう取組ん
でいるため。

相談対応の中でDVや児童虐待が疑
われる状況が確認できた場合、セン
ター内で協議し、必要に応じてこども
家庭課や健康支援課と情報共有する
ことができているため。

ひまわり発達
相談センター

51 39 女性の生き方相談
の充実

女性の生き方相談の充実を図
るとともに、関連する相談機関と
の連携を図り、相談者の支援、
保護に取り組みます。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

年60回の相談を実施。
相談終了後はカウンセラーから報告
を受け、情報共有と連携が必要な
ケースは速やかに連携を図った。
相談件数　208件（うち新規41 件）
他機関への連携　7件
DV相談件数　49件

引き続き利用者アンケート等を参考に
運営方法の見直しを図り、より充実し
た相談体制を構築する必要がある。

引き続き、相談者が安全・安心に相談
のできる環境を整え、より良い相談体
制の構築を図る。

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

悩みを抱える女性の相談の場として、
安全・安心な相談環境の場を整えるこ
とができた。

令和2年度～3年度はコロナ渦の影響
により相談件数が減少したが、感染対
策を図りながら継続して相談を実施し
て支援に取り組んだため、令和4年度
以降は短期間で回復してコロナ渦以
前と同等の相談件数となっている。
また、定期的に運用方法の見直しを
行い、夜間相談日の拡張及び実施日
の変更を行った。

多様性社会
推進課

52 40 男性の生き方に対
する相談体制の充
実

相談者の訴えをしっかり受け止
め、必要に応じて専門相談機関
などと連携を図りながら相談支
援を実施します。また、男性相
談の実施について検討します。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

・男性からの相談　12件 男性からの相談は職員が対応し、千
葉県が実施する「男性のための総合
相談」を紹介している。
相談件数の推移等を見ながら、男性
相談の実施について研究する。

本人の話を伺い、必要に応じて関係
機関の紹介を行う。
専門相談員による男性相談の実施に
ついて検討する。

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

S:大いに貢
献できた

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

相談者の話を伺い、必要に応じて千
葉県が実施する「男性のための総合
相談」を紹介し、状況に応じた相談窓
口を案内している。

相談者の話を伺い、必要に応じて千
葉県が実施する「男性のための総合
相談」を紹介し、状況に応じた相談窓
口を案内している。

多様性社会
推進課

53 41 健康相談事業の充
実

健康な生活ができるよう、必要
な情報提供を行います。また、
必要に応じて関係機関と連携
し、適切な対応をします。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

地区保健活動全体で個々のケースに
応じて相談に対応した。こども家庭課
（こども家庭センター）、多様性社会推
進課、保健所等、関係機関と連携を
図りながら対応するように努めた。

複雑化する個々のケースに応じて、庁
内他課だけではなく、他機関と連携し
た相談支援の充実が求められてい
る。

これまでの地区保健活動を継続しな
がら、関係機関と連携した相談を引き
続き実施していく。

S:大いに貢
献できた

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

令和6年度こども家庭センター設置
後、令和7年度は合同カンファレンス
実施等によりこども家庭課との情報連
携が前年度よりさらに拡充し、個々の
ケースに相談対応できた。

地区保健活動で対応した相談につい
て、他課との連携が必要と判断した
ケースについては、課内での対応検
討、さらに、他課と情報連携やカンファ
レンス実施を通して、複数の課にまた
がって合同で相談対応することができ
た。

健康支援課

№ 事業
番号

事業名 事業内容
R7管理指標

実績

基本目標に対する貢献度

Ⅰ人権が尊重される社会づくり

4　配偶者・パートナーの間に生じる暴力（DV)の防止と対応

②DV被害者が安心して相談できる体制の整備《重点施策》

事業に対する評価

担当課

各種相談員のDV等
に関する相談技術
の向上

DV啓発研修や男女共同参画に
関する研修への参加により、多
様化する相談内容に適切に対
応します。

【管理指標項目】
相談員のＤＶ研修な
どの参加回数

【目標値】
年２回以上

【7年度実績】
こども家庭課：年２回
子育てサービス課：
年４回

千葉県主催のDV研修に参加した 特になし 今後も継続して研修に参加していく A:貢献でき
た

B: あ ま り 貢
献 で き な
かった

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た
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基本目標

課題

施策の方向

令和7年度事業実績
（具体的な内容）

事業実績における課題
次期計画期間における

具体的な取り組み
令和2年度
の貢献度

令和3年度
の貢献度

令和4年度
の貢献度

中間評価
令和5年度
の貢献度

令和6年度
の貢献度

令和7年度
の貢献度

総合評価
令和7年度
評価の理由

総合評価の理由

№ 事業
番号

事業名 事業内容
R7管理指標

実績

基本目標に対する貢献度

Ⅰ人権が尊重される社会づくり

4　配偶者・パートナーの間に生じる暴力（DV)の防止と対応

②DV被害者が安心して相談できる体制の整備《重点施策》

事業に対する評価

担当課

54 42 高齢者への情報提
供と相談の充実

市内５カ所の高齢者相談セン
ター（地域包括支援センター）に
おいて、虐待や暴力などを受け
ている人々についての相談に対
応し、情報提供を随時行いま
す。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

当事者や介護事業者、近隣住民等か
らの相談に応じ、必要な情報収集を行
うとともに、虐待防止に向けた情報提
供を随時、行った。

高齢者虐待の認識不足や、家族間の
関係性から生じる問題について、介入
の困難さがある。

相談窓口の周知や、虐待についての
啓発に努める。

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

虐待防止に向けた情報提供に努め
た。

当事者や介護事業者、近隣住民等か
らの相談に応じ、必要な情報収集を行
うとともに、虐待防止に向けた情報提
供を行った。
また、相談業務に当たる職員が研修
を受け、適切な対応を行った。

高齢者支援
課

55 43 【新規】
障がいのある人へ
の情報提供と相談
の充実

関係課と連携を図りながら、障
がいのあるＤＶ被害者について
の相談に対応し、情報提供を随
時行います。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

障がい者虐待防止センターとして、配
偶者等からの虐待を受けた障がいの
ある人に対し、相談等支援のに応じ
た。

本人の心身の状況を踏まえた支援を
実施していくにあたり、困難課題を持
つ方については、長期的な支援を要
することになる。

関係課及び関係機関等と連携し、本
人の意向を踏まえ、支援に必要な情
報提供に努める。

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

随時本人の相談にのることが出来る旨
を伝えたり、相談にのることによって、
問題解決に取り組むことが出来、本人
の安心に繋がった。

随時本人の相談にのることが出来る
旨を伝えたり、相談にのることによっ
て、問題解決に取り組むことが出来、
本人の安心に繋がった。

障がい福祉
課

56 44 DVに関する相談窓
口の周知

配偶者暴力相談支援センター
等のＤＶ相談窓口について、チ
ラシ等の配布や広報紙、ホーム
ページ等の掲載により周知を行
います。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

ＤＶや暴力に関する相談窓口の案内
を広報習志野11月1日号に掲載。女
性に対する暴力をなくす運動期間に
パネル展示を行い、相談窓口の周知
を行った。

ＤＶや暴力に関する情報や、相談窓口
の案内について、広く周知する必要が
ある。一方で、加害者に窓口情報が
知られるリスクもあるため周知方法に
ついて配慮する必要がある。

様々な機会や場所をとらえた周知方
法を検討する。

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

ＤＶや暴力に関する相談窓口の案内
を広報習志野11月1日号に掲載。女
性に対する暴力をなくす運動期間に
パネル展示を行い、相談窓口の周知
を行った。

広報紙による啓発の他、ＤＶや暴力に
関する相談窓口の周知を目的とした
パネル展示、市庁舎トイレ等にＤＶ相
談ナビの情報の貼付など、情報提供
を行った。なお周知する際は、加害者
に被害者の居場所を知られる恐れに
配慮して、相談窓口の受付先は伝え
るが実際の相談場所は受付してから
相談者を案内する、先述の市庁舎トイ
レ等の情報の添付の際はそれぞれ性
別による別の相談先の案内を掲示す
ることで相談先について互いに積極
的には知られないようにする、等を工
夫した。

多様性社会
推進課
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基本目標

課題

施策の方向

令和7年度事業実績
（具体的な内容）

事業実績における課題
次期計画期間における

具体的な取り組み
令和2年度
の貢献度

令和3年度
の貢献度

令和4年度
の貢献度

中間評価
令和5年度
の貢献度

令和6年度
の貢献度

令和7年度
の貢献度

総合評価
令和7年度
評価の理由

総合評価の理由

57 45-1 緊急保護を求めるＤ
Ｖ被害者への支援

関係機関との連携を取り、被害
者を一時保護につなぐ等の適
切な支援を行います。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

令和7年度ＤＶ被害者の緊急一時保
護の実績なし。
ＤＶ相談の対応として、生活相談課、
高齢者支援課、こども家庭課、警察
署、シェルター等と連携し対応した。
令和4年度から開始した配偶者暴力
被害者緊急避難支援（緊急避難時に
一時的に必要な交通費・宿泊費・食費
の支給）による支給実績なし。
ＤＶ防止推進担当課長会議にてＤＶ・
虐待等被害者への各課の対応につい
て共有を図った。

緊急避難支援の制度について関係各
課への周知を図る。

緊急一時保護の申し出があった際
は、個々の状況に応じて関係各課や
外部機関と連携を取りながら支援を
行う。
緊急避難支援費用の申し出があった
際は状況を確認し、適切な支給を行
う。

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

緊急一時保護の申出があった際に、
関係各課及び外部機関と連携を図り
ながら適切に対応している。
ＤＶ相談の対応として、生活相談課、
高齢者支援課、こども家庭課、警察
署、シェルター等と相談・連携し対応し
た。また、ＤＶ防止推進担当課長会議
にてＤＶ・虐待等被害者への各課の対
応について共有を図った。

緊急一時保護の申出があった際に、
関係各課及び外部機関と連携を図り
ながら適切に対応している。（実績：令
和5年度1件。令和2年度1件）
また、令和4年度から開始した配偶者
暴力被害者緊急避難支援（緊急避難
時に一時的に必要な交通費・宿泊費・
食費の支給）により、個々の状況に応
じた避難支援を実施できるような相談
体制を整備できた。（支給実績：令和5
年度1件（食費1,000円））。

多様性社会
推進課

58 45-2 緊急保護を求めるＤ
Ｖ被害者への支援

関係機関との連携を取り、被害
者を一時保護につなぐ等の適
切な支援を行います。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

関係機関との連携を取り、被害者を
迅速にシェルター等につなぐ支援を
行った。

児童相談所・シェルター・警察等の関
係機関との連携強化が必要。

各関係機関との連携を図り、被害者
を一時保護につなぐ等の適切な支援
を行う。

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

相談があった際に関係機関と連携を
とり、迅速かつ適切な支援ができたた
め。

毎年迅速な対応を実施できたため。 こども家庭課
（旧：子育て
支援課）

59 46 ＤＶ被害者支援制度
についての情報提
供

ＤＶ被害者を支援する制度につ
いて、被害者の状況に応じた情
報提供や証明書の作成など自
立に向けた支援を行います。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

住民税非課税世帯生活支援給付金
の支給にあたり、ＤＶ等被害の確認証
の発行を行った。（令和7年度3件）

住民税非課税世帯生活支援給付金
の確認証の発行について、国からの
通達に迅速に対応し、発行を行った。
また、ＤＶ被害者等が必要とする証明
書等の発行の希望があった場合は、
窓口等の情報提供を行う必要があ
る。

DV被害者等が必要とする証明書等の
発行について、窓口等の情報提供を
行う。

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

住民税非課税世帯生活支援給付金
における確認証の発行について国か
らの通達に迅速に対応し、発行を行っ
た。
また、ＤＶ被害者等が必要とする証明
書等の発行希望があった場合は、関
係機関を案内し、情報提供を行った。

住民税非課税世帯生活支援給付金
及び電力・ガス等価格高騰緊急支援
給付金における確認証の発行につい
て国からの通達に迅速に対応し、発
行を行った。
また、ＤＶ被害者等が必要とする証明
書等の発行希望があった場合は、関
係機関を案内し、情報提供を行った。

多様性社会
推進課

60 47 生活困窮に関する
相談支援

生活に困窮するＤＶ被害者に対
し、らいふあっぷ習志野におい
て、相談に応じます。生活保護
による支援が必要な場合は、生
活保護制度につなぎます。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

DV及びストーカー被害を受けている
相談者の避難支援を行った。

逃げたいとの訴えあるも、一時避難所
の確保が困難であった。

年間の件数的には多くはないが、緊
急性のある事なので、最低限男女一
部屋ずつのシェルターの検討が必要
と考える。

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

B: あ ま り 貢
献 で き な
かった

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

シェルターが利用できなかった日につ
いては、別途利用できる事業を検討
し、利用した。

シェルター利用にかかる調整に苦慮
した。シェルターが利用できない日に
ついては、その時点で利用できる事
業を利用・活用した。

生活相談課

61 48 高齢者への自立支
援

養護者（配偶者や家族など）か
らの虐待を受けた高齢者の自
立に向けて、施設利用も含め支
援を行います。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

対象者やその家族に対し、生活上の
助言等を行い、緊急的に避難を要す
る事案は生じなかったが、介護サービ
ス利用等を支援した。

高齢者施設の空き室の確保が困難に
なっているため、即日の保護が厳しい
状況になっている。各施設や関係機
関との連携と情報共有が、ますます
必要となっている。

引き続き、関係機関との日頃の連携
を強化し、迅速な判断を行い、適切な
対応をしていく。また、虐待に関する
周知について努めていく。

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

関係機関との日頃の連携を強化し、
適切な対応を心掛けた。

対象者やその家族に対し、生活上の
助言等を行い、緊急的に避難を要す
る事案については、一時的な施設利
用の支援についてを常に視野に入れ
ている。

高齢者支援
課

62 49 障がいのある人へ
の自立支援

養護者（配偶者や家族など）か
らの虐待を受けた障がいのある
人の自立に向けて、施設利用も
含め支援を行います。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

養護者（配偶者や家族など）からの虐
待を受けた障がいのある人の自立に
向けて、施設利用に繋げる支援を
行った。

施設利用については、本人の意思確
認を行う必要や施設との調整がある
ことから、支援が長期化し易い傾向が
あった。

関係機関と連携を図り、虐待の早期
解決に向け、本人の意向を踏まえ、支
援を行う。

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

本人の意向を踏まえ、支援を実施出
来た。

本人の意向を踏まえ、支援を実施出
来た。

障がい福祉
課

63 50 住宅に関する情報
提供

ＤＶ被害者が新たな生活の場を
見つけるため、市営、県営住宅
などの公営住宅の優先入居な
どに関する情報を提供します。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

市営住宅の募集において、ＤＶ被害者
に応募資格がある旨を周知した。DV
被害者及び相談窓口担当課より依頼
があった際の案内や、可能な範囲で
の情報提供を行った。

特になし。 情報提供については、継続して行い、
今後の市営住宅応募資格について、
関係機関等を通じて、募集制度の周
知に努める。
また、らいふあっぷ習志野等外部機
関との連携も深めていく。

B: あ ま り 貢
献 で き な
かった

B: あ ま り 貢
献 で き な
かった

B: あ ま り 貢
献 で き な
かった

B: あ ま り 貢
献 で き な
かった

B: あ ま り 貢
献 で き な
かった

B: あ ま り 貢
献 で き な
かった

A:貢献でき
た

B: あ ま り 貢
献 で き な
かった

窓口や電話での相談対応をし、市営、
県営住宅の制度案内ができたため。

ＤＶ被害者に応募資格がある旨を周
知していたが、市営住宅の募集にお
いて、応募実績が少なかったため。

住宅課

№
事業
番号

事業名 事業内容
R7管理指標

実績

基本目標に対する貢献度

Ⅰ人権が尊重される社会づくり

4　配偶者・パートナーの間に生じる暴力（DV)の防止と対応

③ＤＶ被害者の生活再建に向けた支援

事業に対する評価

担当課
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基本目標

課題

施策の方向

令和7年度事業実績
（具体的な内容）

事業実績における課題
次期計画期間における

具体的な取り組み
令和2年度
の貢献度

令和3年度
の貢献度

令和4年度
の貢献度

中間評価
令和5年度
の貢献度

令和6年度
の貢献度

令和7年度
の貢献度

総合評価
令和7年度
評価の理由

総合評価の理由

64 51 庁内関係部署との
連携

ＤＶ防止推進関係課長会議の
開催や庁内関係部署との連携
を図り、情報の提供や共有に努
めます。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

DV業務にかかる関係課長で構成する
「DV防止推進関係課長会議」の開催
（令和7年9月30日）。議題として、「第4
次男女共同参画基本計画（素案）に
ついて」では計画の概要を共有、「令
和6年度ＤＶに関する相談実績につい
て」では実績の報告を行った。また、
「ＤＶ虐待等被害者への各課の対応フ
ローチャート」と「住民基本台帳支援
措置対象者の情報漏えい発生時の対
応とフローチャート」の確認、多様性社
会推進課におけるＤＶ等相談業務の
若年化・複雑化について情報共有、
等を行った。

ＤＶ・虐待等や情報漏えい時について
は迅速、適切に対応を行う必要があ
る。フローチャートについて、定期的に
庁内への周知を行い、適切な対応を
行う必要がある。また、配偶者暴力避
難支援についても関係各課へ周知を
図る必要がある。

DV等被害者への適切な対応を図るた
め、情報共有、庁内周知に努める。

A:貢献でき
た

S:大いに貢
献できた

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

・ＤＶ・虐待等の対応について、フロー
チャートを共有し、関係課との連携強
化を図った。また、「ＤＶ防止推進関係
課長会議」を通じて、庁内へ周知し
た。

ＤＶ・虐待等の対応について、フロー
チャートを共有し、関係課との連携強
化を図った。また、「ＤＶ防止推進関係
課長会議」を通じて、庁内へ周知し
た。また、DV等被害者におけるマイナ
保険証のオンライン資格確認につい
て、情報共有を図った。

多様性社会
推進課

65 52-1 庁外関係機関との
連携

県主催の連絡会議の出席によ
り、情報交換に努め、県、警察、
民生委員・児童委員などと積極
的に連携を図ります。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

下記の連絡会議等へ参加。
・男女共同参画センター等連絡会議
(令和7年5月27日)
・令和7年度市町村男女共同参画担
当課長会議及び市町村多様性尊重
担当課長会議（令和7年8月19日）(オ
ンライン)
・女性支援・児童虐待相談担当職員
研修（Ⅰ部）(令和7年9月24日)
・令和7年度DV被害者支援連絡会議
(令和7年10月21日)
・令和7年度ちば男女共同参画行政担
当者連絡会議(令和8年2月12日)(オン
ライン)
・令和7年度第3回千葉県男女共同参
画推進本部幹事会及び市町村男女
共同参画担当者研修会（令和8年3月
19日）(オンライン)

引き続き連絡会議に参加し情報共有
を図るとともに、関係機関との連携に
ついてに検討する必要がある。

関係機関との連携について検討す
る。

D:事業を実
施 で き な
かった

A:貢献でき
た

S:大いに貢
献できた

A:貢献でき
た

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

県等が主催する連絡会議等へ出席
し、他自治体及び他機関の業務や支
援方法について積極的に情報収集を
行い、必要に応じてその内容を連携
する庁内関係部署の情報提供を行っ
た。

県等が主催する連絡会議等へ出席
し、他自治体及び他機関の業務や支
援方法について積極的に情報収集を
行い、必要に応じてその内容を連携
する庁内関係部署の情報提供を行っ
た。
また、DV等の相談を受けた際に、個
別の事案に応じて警察などの庁外関
係機関と連携および情報共有を行っ
た。

多様性社会
推進課

66 52-2 庁外関係機関との
連携

県主催の連絡会議の出席によ
り、情報交換に努め、県、警察、
民生委員・児童委員などと積極
的に連携を図ります。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

県主催の連絡会議に出席したほか、
ならしの子どもを守る地域ネットワーク
において情報交換に努め、児童相談
所、警察、民生委員などと積極的に連
携を図った。

関係機関(児童相談所、警察、民生委
員・児童委員など)との情報交換の際
は最新の情報を取得することが必
要。

引き続き、県主催の連絡会議の出席
により、情報交換に努め、県、警察、
民生委員・児童委員などと積極的に
連携を図る。

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

各連絡会に出席し、情報収集に努め
た。ならしのこどもを守る地域ネット
ワークの会議では情報を共有したた
め。

関係各所との情報共有や連携を継続
できているため。

こども家庭課
（旧：子育て
支援課）

67 52-3 庁外関係機関との
連携

県主催の連絡会議の出席によ
り、情報交換に努め、県、警察、
民生委員・児童委員などと積極
的に連携を図ります。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

多様性社会推進課から配布された県
のＤＶ相談カード及び県のＤＶ啓発チ
ラシを、各地区の民生委員児童委員
に配布し周知した。

多様性社会推進課から配布された県
のＤＶ相談カード及び県のＤＶ啓発チ
ラシを、各地区の民生委員児童委員
に配布し周知した。
地域住民と行政のパイプ役として活
躍している民生委員児童委員に有益
な情報を提供するよう努め、常に連携
強化を図ることができた。

引き続き、連携を図っていく。 A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

県のＤＶ相談カード及び県のＤＶ啓発
チラシを、各地区の民生委員児童委
員に配布し周知した。

多様性社会推進課から配布された県
のＤＶ相談カード及び県のＤＶ啓発チ
ラシを、各地区の民生委員児童委員
に配布し周知した。

健康福祉政
策課

№
事業
番号

事業名 事業内容
R7管理指標

実績

基本目標に対する貢献度

Ⅰ人権が尊重される社会づくり

4　配偶者・パートナーの間に生じる暴力（DV)の防止と対応

④ＤＶの防止と対応のための関係機関等との連携・協力

事業に対する評価

担当課
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基本目標

課題

施策の方向

令和7年度事業実績
（具体的な内容）

事業実績における課題
次期計画期間における

具体的な取り組み
令和2年度
の貢献度

令和3年度
の貢献度

令和4年度
の貢献度

中間評価
令和5年度
の貢献度

令和6年度
の貢献度

令和7年度
の貢献度

総合評価
令和7年度
評価の理由

総合評価の理由

68 53-1 【女性活躍】
審議会などへの女
性委員の登用の推
進

各種審議会等委員への女性の
積極的な登用を推進します。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

・「習志野市審議会等の設置及び運
営等に関する指針」に基づき、令和7
年12月に総務部次長、協働経済部次
長の連名で、庁内各部署が所管する
審議会等において女性委員の積極的
な登用依頼を通知。
・女性委員のいないまたは1割未満の
担当課には女性登用の進まない理由
及び今後の見通しについて調査を実
施した。
（令和7年4月1日現在）
・女性委員のいないまたは1割未満の
審議会等　8件
・女性委員登用率　33.4%

庁内各部局に、審議会等の女性委員
登用に関する依頼を通知しているが、
目標値40％に達していない。
今回の調査結果から、委員の選定方
法などにより女性登用が難しい状況
である審議会もあり、引き続き女性委
員の登用を要請する必要がある。

引き続き女性登用がされない審議会
等を所管する担当課に、その理由や
今後の方向性等について、実態を確
認する。

B: あ ま り 貢
献 で き な
かった

B: あ ま り 貢
献 で き な
かった

B: あ ま り 貢
献 で き な
かった

B: あ ま り 貢
献 で き な
かった

B: あ ま り 貢
献 で き な
かった

B: あ ま り 貢
献 で き な
かった

B: あ ま り 貢
献 で き な
かった

B: あ ま り 貢
献 で き な
かった

庁内各部局に、審議会等の女性委員
登用に関する依頼を通知しているが、
目標値40％に達していない。委員の
選定方法などにより女性登用が難し
い状況である審議会もあり、引き続き
協力を要請する必要がある。

庁内各部局に、審議会等の女性委員
登用に関する依頼の通知を行ってお
り、令和5年度に30％には達したもの
の、目標値40％には達していない。委
員の選定方法などにより女性登用が
難しい状況である審議会もあり、引き
続き協力を要請する必要があるた
め。

多様性社会
推進課

69 53-2 【女性活躍】
審議会などへの女
性委員の登用の推
進

各種審議会等委員への女性の
積極的な登用を推進します。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

女性委員の登用率等を定めている
「習志野市審議会等の設置及び運営
に関する指針」の周知を図った。

審議会によって、男女比に偏りがあ
る。

引き続き、指針の内容を全庁的に周
知していく。

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

令和7年4月1日時点の女性登用率が
33.4％となったため。

令和2年4月1日時点の女性登用率が
29.4％であったが、令和7年4月時点で
は33.4％まで増加しており、目標であ
る40％には達していないものの一定
の成果があったため。

総務課

70 54 男女共同参画の視
点を持った人材の
情報提供

男女共同参画の視点を持った
人材の情報を収集し、提供しま
す。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

・令和7年度における情報提供依頼な
し。

・平成22年3月より取り組んでいる人
材リストの整備については、これまで
17件の情報提供を行ったが、活用に
至っていない現状である。
・3年に一度リストの更新を行っている
が、令和5年度に行った更新作業で
は、21名から7名に減少していること
から、人材リストの在り方について、
検討を行う必要がある。

人材リストの整備の在り方について再
度検討する。

B: あ ま り 貢
献 で き な
かった

C:貢献でき
なかった

C:貢献でき
なかった

C:貢献でき
なかった

B: あ ま り 貢
献 で き な
かった

B: あ ま り 貢
献 で き な
かった

B: あ ま り 貢
献 で き な
かった

B: あ ま り 貢
献 で き な
かった

リストの活用がなく、人材リスト整備の
在り方について検討が必要なため。

リストの活用がなく、人材リスト整備の
在り方について検討が必要なため。

多様性社会
推進課

71 55 開かれた議会への
取り組み

市民により一層身近で親しみや
すい市議会を目指し、ホーム
ページや市議会報の改善に取
り組むとともに市議会報をより
多くの人に読んでもらえるよう努
めます。

【管理指標項目】
市議会報の発行回
数

【目標値】
年4回

【7年度実績】
年4回

ホームページのほかLINEを活用し、
市民が必要とする情報の速やかな発
信に努めた。
また、市議会報のポスティングサービ
スについて引き続き広報習志野等に
より周知を図った。
さらに、市議会報をより多くの人に手
に取ってもらえるよう、議会報編集委
員会での協議を経て表紙レイアウトを
刷新した。
そして、開かれた議会をより実現する
ため、傍聴規則の改正を行い、傍聴し
やすい環境の整備を図った。

市議会報は原則として定例会の開催
に伴い発行するため、年４回発行は
必然的に達成される。発行を管理指
標とするのであれば、回数でなく、例
えば市政への女性参画の推進に結び
付く内容の掲載等が考えられるが、市
議会報の性質上、掲載内容に係る裁
量権は少なく、目標設定が難しいこと
が課題である。

市議会報については見出しの工夫
や、一般的用語を使用するなどし、議
会活動を分かりやすく伝えることに努
める。
また、ホームページやLINEを活用し、
引続き市議会活動のタイムリーな発
信に努める。

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

前年度より継続して議会の情報発信
に取り組むとともに、以前より課題とさ
れていた議会報のレイアウト刷新・傍
聴規則の改正を実現できたことによ
り、目に見える形での改善を達成でき
たことによるもの。

市議会報の発行日に市議会議員が
駅前配布を行い、市議会を身近に感
じる機会を設けることができたこと、ま
た、広報習志野及びホームページを
利用してポスティングサービスの周知
を図ることができたことによるもの。

議会事務局

72 56 【女性活躍】
市役所女性職員の
活躍推進

女性活躍推進法に基づく特定
事業主行動計画に基づき、女性
が働く職域の拡大を図ります。
また、指導的立場につく女性に
対して、各種研修の参加を促進
するなど育成・支援を行います。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

女性職員のキャリアデザイン研修を
実施。
(令和7年11月12日,受講者数：24名)

主体的にキャリアを形成することで、
仕事に対する意欲を高めていく必要
がある。

今後もキャリアデザインに関する研修
を実施していく。

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

女性管理職をロールモデルに意見交
換を実施し、将来のキャリアについて
考える研修の場を提供できたため。

女性の中堅職員を対象に自らの将来
のキャリアについて考える機会を提供
できたため。

人事課

№
事業
番号

事業名 事業内容
R7管理指標

実績

基本目標に対する貢献度

Ⅱ誰もがあらゆる分野に参画し活動できる環境づくり

1 　政策・方針決定における女性の参画の推進

①市政における女性の参画の推進《重点施策》

事業に対する評価

担当課
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基本目標

課題

施策の方向

令和7年度事業実績
（具体的な内容）

事業実績における課題
次期計画期間における

具体的な取り組み
令和2年度
の貢献度

令和3年度
の貢献度

令和4年度
の貢献度

中間評価
令和5年度
の貢献度

令和6年度
の貢献度

令和7年度
の貢献度

総合評価
令和7年度
評価の理由

総合評価の理由

73 57-1 【女性活躍】
各種表彰・認定・登
録・認証制度の周知

市内事業所や市民などに対し、
千葉県男女共同参画推進事業
所表彰制度や女性活躍推進法
に基づく認定制度「えるぼし」等
の周知を行います。また、商工
会議所などの関係機関と連携
し、認定に向けた支援を行いま
す。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

・令和7年5月「多様性を考える講座」
（29人）、同年6月「男女共同参画週間
事業」（39人）、同年
8月「男女共同参画啓発講座」（11人）
にて配布。

・引き続き、制度周知に向けた取り組
みを検討していく必要がある。

パンフレットを市民向けの講座等で配
布し、市民への周知に活用する。

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

S:大いに貢
献できた

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

認定・表彰を受けている市内の事業
所一覧を掲載した認定・表彰制度の
パンフレットを、各種講座で配布を
行った。

認定・表彰を受けている市内の事業
所一覧を掲載した認定・表彰制度の
パンフレットを、各種講座で配布を
行った。

多様性社会
推進課

74 57-2 【女性活躍】
各種表彰・認定・登
録・認証制度の周知

市内事業所や市民などに対し、
千葉県男女共同参画推進事業
所表彰制度や女性活躍推進法
に基づく認定制度「えるぼし」等
の周知を行います。また、商工
会議所などの関係機関と連携
し、認定に向けた支援を行いま
す。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

「えるぼし」について、ホームページの
関連リンクに厚生労働省の内容を記
載している。

周知方法がチラシの配架やホーム
ページへの掲載程度しかなく、なかな
か制度の周知や支援を行える場面が
ない。

引き続き、女性活躍推進法に基づく千
葉県男女共同参画推進事業所表彰
認定制度について、関係機関と連携
を図りながら、周知を行う。

A:貢献でき
た

B: あ ま り 貢
献 で き な
かった

B: あ ま り 貢
献 で き な
かった

B: あ ま り 貢
献 で き な
かった

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

B: あ ま り 貢
献 で き な
かった

B: あ ま り 貢
献 で き な
かった

窓口にチラシを配架する程度の周知
活動しかできなかったため。

周知活動を行えた年もあったが、周知
や支援活動を行えた年ののほうが少
ないため。

産業振興課

75 57-3 【女性活躍】
各種表彰・認定・登
録・認証制度の周知

市内事業所や市民などに対し、
仕事と介護の両立支援「トモニ
ン」等の周知を行います。また、
商工会議所などの関係機関と
連携し、認定に向けた支援を行
います。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

高齢者の就業を支援する機関（シル
バー人材センター）に市で作成した認
定・表彰制度のチラシを配架。また、
同センターの女性会員増のため、通
常の入会説明会に加え、女性限定の
説明会開催の周知を市広報紙で実
施。

シルバー人材センターは女性会員が
少ない中、高齢化による健康面の理
由で会員数自体が減少している。全
体的に会員数の増加が課題である。

シルバー人材センターでは女性会員
増加を目指し、音楽会などのイベント
を通してセンターをPRしており、入会
説明会と併せてイベント案内も市広報
紙にて周知する。

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

シルバー人材センターの女性会員増
のため、女性限定の説明会開催の周
知を市広報紙で実施した。

シルバー人材センターに市で作成し
た認定・表彰制度のチラシを配架して
いるほか、同センターの女性会員増
のため、通常の入会説明会に加え、
女性限定の説明会開催の周知を市広
報紙で実施した。

高齢者支援
課

76 57-4 【女性活躍】
各種表彰・認定・登
録・認証制度の周知

市内事業所や市民などに対し、
仕事と介護の両立支援「トモニ
ン」等の周知を行います。また、
商工会議所などの関係機関と
連携し、認定に向けた支援を行
います。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

市内障害福祉サービス事業所への情
報提供や窓口にパンフレットを配架
し、周知を図った。

周知する機会が乏しい。 継続して市内障害福祉サービス事業
所及び市民などに対して周知を図っ
ていく。

D:事業を実
施 で き な
かった

D:事業を実
施 で き な
かった

D:事業を実
施 で き な
かった

D:事業を実
施 で き な
かった

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

市内障害福祉サービス事業所及び市
民へ周知できた。

周知する機会は乏しいが、市内障害
福祉サービス事業所及び市民へ周知
できた。

障がい福祉
課

77 57-5 【女性活躍】
各種表彰・認定・登
録・認証制度の周知

市内事業所や市民などに対し、
仕事と介護の両立支援「トモニ
ン」等の周知を行います。また、
商工会議所などの関係機関と
連携し、認定に向けた支援を行
います。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

窓口に制度に関するチラシを配架し
た。

周知方法がチラシの配架やホーム
ページへの掲載程度しかなく、なかな
か制度の周知や支援を行える場面が
ない。

引き続き、男女共同参画センター等、
関係機関と連携し、市内事業所、市民
に向けて周知を行っていく。

B: あ ま り 貢
献 で き な
かった

B: あ ま り 貢
献 で き な
かった

B: あ ま り 貢
献 で き な
かった

B: あ ま り 貢
献 で き な
かった

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

B: あ ま り 貢
献 で き な
かった

B: あ ま り 貢
献 で き な
かった

窓口にチラシを配架する程度の周知
活動しかできなかったため。

周知活動を行えた年もあったが、周知
や支援活動を行えた年のほうが少な
いため。

産業振興課

78 57-6 【女性活躍】
各種表彰・認定・登
録・認証制度の周知

市内事業所や市民などに対し、
次世代育成支援対策推進法に
基づく認定制度「くるみん、プラ
チナくるみん」や、習志野市子育
て支援先端企業認証制度の周
知を行います。また、商工会議
所などの関係機関と連携し、認
定に向けた支援を行います。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

習志野市子育て支援先端企業認証
制度について、ホームページコンテン
ツへ掲載するとともに、男女共同参画
センターが発行している制度周知を図
る冊子を窓口に設置し、新規事業者
登録の周知を図ったものの、新規登
録申請はなかった。

千葉県の「社員いきいき元気な会社
宣言」など類似の事業もある中、事業
者にとって認証に係るメリットが少な
く、近年新たな新規登録申請はない
状態が継続している。

育休制度等の充実が進み、登録制度
の意義は当初より大きく減少している
ものと考えられる。
そのため、次期計画では事業掲載を
見送ることも含めて検討したい。

C:貢献でき
なかった

C:貢献でき
なかった

C:貢献でき
なかった

C:貢献でき
なかった

C:貢献でき
なかった

C:貢献でき
なかった

C:貢献でき
なかった

C:貢献でき
なかった

新規登録事業者がなかったため。 令和2年度から令和7年度にかけ、評
価が「貢献できなかった」であったた
め。
令和7年度の登録状況においても千
葉県全体で15件のみであった。当事
業の登録状況や内容から次期計画に
ついては検討の必要性があると思わ
れる。

こども政策課

79 57-7 【女性活躍】
各種表彰・認定・登
録・認証制度の周知

市内事業所や市民などに対し、
次世代育成支援対策推進法に
基づく認定制度「くるみん、プラ
チナくるみん」や、習志野市子育
て支援先端企業認証制度の周
知を行います。また、商工会議
所などの関係機関と連携し、認
定に向けた支援を行います。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

窓口に制度に関するチラシを配架し
た。

周知方法がチラシの配架やホーム
ページへの掲載程度しかなく、なかな
か制度の周知や支援を行える場面が
ない。

引き続き、男女共同参画センター等、
関係機関と連携し、市内事業所、市民
に向けて周知を行っていく。

B: あ ま り 貢
献 で き な
かった

B: あ ま り 貢
献 で き な
かった

B: あ ま り 貢
献 で き な
かった

B: あ ま り 貢
献 で き な
かった

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

B: あ ま り 貢
献 で き な
かった

B: あ ま り 貢
献 で き な
かった

窓口にチラシを配架する程度の周知
活動しかできなかったため。

周知活動を行えた年もあったが、周知
や支援活動を行えた年のほうが少な
いため。

産業振興課

80 58 【女性活躍】
女性活躍、ワーク・
ライフ・バランスに取
り組む事業所に対
する入札制度にお
ける優遇（インセン
ティブ）の付与

女性の活躍やワーク・ライフ・バ
ランス等の実現に向けて、積極
的に取り組む事業所の受注機
会を増大する公共調達のしくみ
を導入します。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

令和７年度は総合評価落札方式での
入札はなかった。

令和７年度は総合評価落札方式での
入札はなかった。

（総合評価落札方式での入札事例が
ほとんどないため、次期計画でこの項
目は削除する予定です。）

D:事業を実
施 で き な
かった

D:事業を実
施 で き な
かった

D:事業を実
施 で き な
かった

D:事業を実
施 で き な
かった

D:事業を実
施 で き な
かった

D:事業を実
施 で き な
かった

D:事業を実
施 で き な
かった

D:事業を実
施 で き な
かった

総合評価落札方式での入札がなかっ
たため

総合評価落札方式での入札がなかっ
たため

契約検査課

№
事業
番号

事業名 事業内容
R7管理指標

実績

基本目標に対する貢献度

Ⅱ誰もがあらゆる分野に参画できる環境づくり

1　政策・方針決定における女性の参画の推進

②事務所等における多様性（ダイバーシティ）の促進《重点施策》

事業に対する評価

担当課

18



基本目標

課題

施策の方向

令和7年度事業実績
（具体的な内容）

事業実績における課題
次期計画期間における

具体的な取り組み
令和2年度
の貢献度

令和3年度
の貢献度

令和4年度
の貢献度

中間評価
令和5年度
の貢献度

令和6年度
の貢献度

令和7年度
の貢献度

総合評価
令和7年度
評価の理由

総合評価の理由
№

事業
番号

事業名 事業内容
R7管理指標

実績

基本目標に対する貢献度

Ⅱ誰もがあらゆる分野に参画できる環境づくり

1　政策・方針決定における女性の参画の推進

②事務所等における多様性（ダイバーシティ）の促進《重点施策》

事業に対する評価

担当課

81 59 【女性活躍】
認定（表彰）を受け
た優れた事業所の
取り組みに対する情
報発信

認定（表彰）された事業所やそ
の取り組みを、好事例として市
民、事業所、学生などに向けて
幅広く情報発信します。また、こ
のような取り組みを進める事業
所を増やします。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

・令和7年5月「多様性を考える講座」
（29人）、同年6月「男女共同参画週間
事業」（39人）、同年
8月「男女共同参画啓発講座」（11人）
にて配布。

・引き続き、制度周知に向けた取り組
みを検討していく必要がある。
・認定企業を市ホームページの他、情
報紙等に掲載する等ＰＲに努め、制度
利用にメリットを持たせるよう工夫する
必要がある。

パンフレットを市民向けの講座等で配
布し、市民への周知に活用する。

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

S:大いに貢
献できた

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

認定・表彰を受けている市内の事業
所一覧を掲載した認定・表彰制度の
パンフレットを、各種講座で配布を
行った。

認定・表彰を受けている市内の事業
所一覧を掲載した認定・表彰制度の
パンフレットを、各種講座で配布を
行った。

多様性社会
推進課
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基本目標

課題

施策の方向

令和7年度事業実績
（具体的な内容）

事業実績における課題
次期計画期間における

具体的な取り組み
令和2年度
の貢献度

令和3年度
の貢献度

令和4年度
の貢献度

中間評価
令和5年度
の貢献度

令和6年度
の貢献度

令和7年度
の貢献度

総合評価
令和7年度
評価の理由

総合評価の理由

82 60 町会・自治会などの
活動への男女の共
同参画意識の啓発
および意思決定へ
の女性の参画促進

連合町会連絡協議会との連携
のもと、町会・自治会などの活
動の啓発と男女共同参画意識
の向上に努めます。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

連合町会連絡協議会及び連合町会
への財政的支援として、補助金を交
付した。
自治功労者顕彰式において、各町会
より男女問わず推薦があり、15名の
方々が受賞した。
また、連協事務局として、連合町会連
絡協議会主催視察研修等への参加を
働きかけ、行政問題学習会では、市
内各地域から129名の参加があり、市
の将来都市像について学習する機会
を設けた。

地域におけるデジタル媒体の活用を
引き続き進めていく。今後も地域活動
の簡易化・効率化につながる部分は
後押しできるよう、ニーズに基づき地
域に根付くデジタル化を検討し、推進
していく。

町会・自治会等に通知する参加型の
行事の出欠確認や調査の回答方法
に、電子回答を追加する。
回答率が上がるよう、地域役員が集
まる連合町会連絡協議会総会等での
周知をおこなう。

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

地域における電子化推進について
は、これまでのアナログ方法と併用
し、デジタル媒体に馴染みのない方々
も取り残さないよう丁寧に対応でき
た。

地域役員として活躍いただいた方へ
向けた表彰や、連合町会連絡協議会
事務局として女性役員意見交換会な
どを催し、性別に制限なく、地域にご
尽力いただいている方々との交流が
できた。

協働政策課

83 61 市民活動団体の支
援ならびに市民活
動およびボランティ
ア活動の情報提供

市民活動団体を支援するととも
に、「習志野市ボランティア・市
民活動センター」と連携を図りな
がら、市民活動およびボランティ
ア活動の情報提供に努め、性
別にかかわらず、市民活動に参
画できるように促します。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

性別等にかかわらず市民活動に参画
できるよう、市民協働インフォメーショ
ンルームや協働政策課において情報
提供を行った。
また、市民活動団体の継続を支援す
る為の講座や、地域の担い手掘り起
こしのためのプロボノ事業等を実施し
た。

会員の高齢化に伴い、新規会員の募
集や新たな公益的な事業に取り組む
団体が少なくなっている。

引き続き、市民等からの問い合わせ
に対して年齢や性別にかかわらず適
切に対応する。

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

広報習志野への掲載、イベント・講座
の開催時に地域情報ポータルサイト
を周知することにより、市民活動に関
する情報提供を効果的に行うことがで
きた。

広報習志野への掲載、イベント・講座
の開催時に地域情報ポータルサイト
を周知することにより、市民活動に関
する情報提供を効果的に行うことがで
きた。

協働政策課

84 62 ボランティア活動の
普及・啓発

公民館利用サークルが、男女と
もに日々の活動成果を地域・社
会に還元できるように支援しま
す。また、学習圏会議の活動に
おいて男女ともにボランティア活
動に参加できるような場を提供
します。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

・各公民館において、市民文化祭を開
催し公民館利用サークルの活動成果
を発表場を設けた。
・公民館で開催するコンサートへの出
演、公民館講座の講師など、活動の
成果を地位に還元した。
各公民館地区学習圏会議において、
地域住民や中学生など多くのボラン
ティアが参加し、コンサートや地域行
事を実施した。

各館のサークルは高齢化により会員
数が減少しており、また、各公民館地
区学習圏会議に新たに参加する人が
少なく、後継者不足となっている。

引き続き、文化祭等の事業を継続す
るとともに、各サークルや地区学習圏
会議の活動をＰＲし、会員増を目指
す。

B: あ ま り 貢
献 で き な
かった

B: あ ま り 貢
献 で き な
かった

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

サークル活動や学習圏会議の活動を
支援することができたため。

各公民館で文化祭を開催し、活動成
果発表の場とし、多くの来場者があっ
た。
また、各公民館地区学習圏会議にお
いては、コンサートや地域行事を開催
し多くの市民の参加があった。

公民館

№
事業
番号

事業名 事業内容
R7管理指標

実績

基本目標に対する貢献度

担当課

Ⅱ　誰もがあらゆる分野に参画し活動できる環境づくり

2　まちづくりにおける男女共同参画の促進

①地域活動における男女共同参画の促進

事業に対する評価

20



基本目標

課題

施策の方向

令和7年度事業実績
（具体的な内容）

事業実績における課題
次期計画期間における

具体的な取り組み
令和2年度
の貢献度

令和3年度
の貢献度

令和4年度
の貢献度

中間評価
令和5年度
の貢献度

令和6年度
の貢献度

令和7年度
の貢献度

総合評価
令和7年度
評価の理由

総合評価の理由

85 63 男女共同参画の視
点を盛り込んだ防災
体制の整備

女性および性の多様性に配慮
した地域防災計画とするための
点検や見直し、ならびに防災用
品の整備と避難所運営に取り
組みます。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

1．防災会議の委員に女性6名が参加
し、女性の視点を取り入れる体制を整
備した。
2．各避難所配備職員4名のうち、女
性1人以上を配置し女性避難者から
の意見や避難所でのコミュニケーショ
ン確保を整備した。

引き続き、各避難所に女性職員1名以
上を配備し、女性の視点から避難所
運営ができる体制づくりを行う。男女
共同参画の観点から、防災会議の女
性委員の割合を増やし、性別と性の
多様性を考慮した地域防災計画の修
正を行うことが課題である。

引き続き、避難所配備職員に女性を1
名以上配備する。防災会議の女性委
員の割合を増やすために可能な範囲
で各関係機関等に女性の参加を促
す。

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

防災会議の委員及び避難所配備職
員に対する女性の参加体制を引き続
き整備した。

防災会議の委員に女性の参画を促
し、女性の視点を取り入れる体制を整
備した。
避難所配備職員について、女性目線
での避難所運営の必要性から、各避
難所に1名以上の女性職員を配備し
た。
また、女性に配慮した備蓄品として、
生理用品、プライバシーを確保するた
めのパーテーションや着替え用テント
等を備蓄している。

危機管理課

86 64 【新規】
防災対策における
男女共同参画の意
識啓発

市民や市職員に対して、防災対
策における男女共同参画や性
の多様性についての意識啓発
を図ります。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

市民や職員への意識づけについて、
自主防災組織リーダー研修会や、総
合防災訓練を実施し、意識啓発を
行った。

引き続き、訓練等を通じて、防災の取
り組みにおける男女共同参画や性の
多様性の重要性について、啓発して
いく必要がある。

訓練や研修会等の機会を活用し女性
視点や性の多様性に関して、避難所
運営の課題点を踏まえ意識啓発を行
います。

D:事業を実
施 で き な
かった

D:事業を実
施 で き な
かった

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

昨年度に引き続き、総合防災訓練に
て、（一社）千葉県助産師会と連携し、
「母子避難訓練」を実施した。

総合防災訓練及び各種説明会等をと
おして、女性に配慮した避難所運営
の意識啓発を行った。また、防災訓練
において、（一社）千葉県助産師会と
連携し、妊産婦の疑似避難体験や、
乳児との避難等について訓練を実施
した。

危機管理課

№
事業
番号

事業名 事業内容
R7管理指標

実績

基本目標に対する貢献度

担当課

Ⅱ誰もがあらゆる分野に参画活動できる環境

2　まちづくりにおける男女共同参画の促進

②防災における男女共同参画の促進《重点施策》

事業に対する評価
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基本目標

課題

施策の方向

令和7年度事業実績
（具体的な内容）

事業実績における課題
次期計画期間における

具体的な取り組み
令和2年度
の貢献度

令和3年度
の貢献度

令和4年度
の貢献度

中間評価
令和5年度
の貢献度

令和6年度
の貢献度

令和7年度
の貢献度

総合評価
令和7年度
評価の理由

総合評価の理由

87 65-1 雇用分野における
法律などに関する
情報の提供

関係機関と連携して、「労働基
準法」や「男女雇用機会均等
法」、「労働者派遣法」等の雇用
分野の法律や制度の周知に努
めます。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

パワーハラスメント防止対策の義務化
に関すること、千葉県内における最低
賃金が改正されたことの周知をホー
ムページや広報紙等で周知を図っ
た。

特になし。 引き続き雇用分野に関する法律や制
度について周知を継続する。

B: あ ま り 貢
献 で き な
かった

B: あ ま り 貢
献 で き な
かった

B: あ ま り 貢
献 で き な
かった

B: あ ま り 貢
献 で き な
かった

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

雇用分野に関する法律や制度につい
て、周知することができた。

例年、雇用分野に関する制度の周知
依頼が関係機関より多数あり、可能な
限り、広報誌やホームページへの掲
載やチラシの配架などを行っているた
め。

産業振興課

88 65-2 雇用分野における
法律などに関する
情報の提供

関係機関と連携して、「労働基
準法」や「男女雇用機会均等
法」、「労働者派遣法」等の雇用
分野の法律や制度の周知に努
めます。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

男女共同参画社会づくり情報紙「きら
きら」第61号において、出生時育児休
業（産後パパ育休）および令和7年4月
に開始した給付金制度の記事を掲載
した。

引き続き、関係機関と連携して、雇用
分野における法律などに関する情報
提供を行う必要がある。

関係機関と連携して、雇用分野にお
ける法律などに関する情報提供を行
う。

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

B: あ ま り 貢
献 で き な
かった

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

男女共同参画社会づくり情報紙「きら
きら」第61号において、出生時育児休
業（産後パパ育休）および令和7年4月
に開始した給付金制度の記事を掲載
した。

令和4年度には、同年より段階的に施
行された育児・介護休業法について、
庁内啓発紙「ピーナ通信」で職員に啓
発したほか、同法にて新設された出
生時育児休業についての概要を学ぶ
講座を開催した。
また、令和6年度には、産業振興課と
共同開催した男女共同参画週間事
業・労働講演会において、商工会議
所の協力のもとワーク・ライフ・バラン
スに積極的に取り組んでいる市内事
業所を紹介してもらい、その社員が講
演会にて事業所の取り組みや子育て
との両立等について発表した。

多様性社会
推進課

№
事業
番号

事業名 事業内容
R7管理指標

実績

基本目標に対する貢献度

Ⅲ多様な働き方、生き方を認め合い、仕事と生活が調和した環境づくり

1　働く場における男女共同参画の促進

①雇用の分野における男女の機会均等、待遇改善の促進

事業に対する評価

担当課
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基本目標

課題

施策の方向

令和7年度事業実績
（具体的な内容）

事業実績における課題
次期計画期間における

具体的な取り組み
令和2年度
の貢献度

令和3年度
の貢献度

令和4年度
の貢献度

中間評価
令和5年度
の貢献度

令和6年度
の貢献度

令和7年度
の貢献度

総合評価
令和7年度
評価の理由

総合評価の理由

89 66 農業従事者におけ
る家族経営協定締
結の推進

家族で農業経営に携わる各世
帯員が、経営方針や役割分担、
家族みんなが働きやすい就業
環境などについて家族間で取り
決める「家族経営協定」の締結
を推進します。

【管理指標項目】
農業従事者における
家族経営協定締結
数

【目標値】
現計画中に14戸

【7年度実績】
新規なし

周知していたが、家族経営協定の締
結には至らなかった。

農業者自体が減少している中、締結
することが困難となっている。

引き続き制度について周知していく。 C:貢献でき
なかった

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

C:貢献でき
なかった

A:貢献でき
た

C:貢献でき
なかった

B: あ ま り 貢
献 で き な
かった

新規の締結協定がなかったから。 計画年度中に家族経営協定を14戸締
結する目標を達成できなかったため。

産業振興課

90 67 【女性活躍】
農業従事者などに
おける男女の経営
参画の啓発

家族経営を基本としている農業
従事者などにおいて、男女が対
等に経営に参画しやすい環境
づくりを進めます。

【管理指標項目】
農業従事者などに対
する男女の経営参
画についての研修、
啓発の回数
 
【目標値】
年1回以上

【7年度実績】
1回

啓発は行ったが、研修等を行うことが
できなかった。

女性農業者が減少している中、男女
の研修・啓発の場の確保が困難に
なってきている。

引き続き女性の経営参画の周知を
行っていく。

C:貢献でき
なかった

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

C:貢献でき
なかった

B: あ ま り 貢
献 で き な
かった

啓発は行ったが、研修等を行うことが
できなかった。

市内農業者の会議の場において、家
族経営協定に関する説明、啓発を
行ったが、女性農業者が減少している
こともあり、実績として効果があまりな
かったため。

産業振興課

№
事業
番号

事業名 事業内容
R7管理指標

実績

基本目標に対する貢献度

担当課

Ⅲ多様な働き方、生き方を認め合い、仕事と生活が調和した環境づくり

1　働く場における男女共同参画の促進

②農業従事者、自営業等における男女共同参画の促進

事業に対する評価
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基本目標

課題

施策の方向

令和7年度事業実績
（具体的な内容）

事業実績における課題
次期計画期間における

具体的な取り組み
令和2年度
の貢献度

令和3年度
の貢献度

令和4年度
の貢献度

中間評価
令和5年度
の貢献度

令和6年度
の貢献度

令和7年度
の貢献度

総合評価
令和7年度
評価の理由

総合評価の理由

91 68 【女性活躍】
職業能力・技術を習
得する学習情報の
提供

就労セミナーの開催、就労相
談・就労情報の提供を行いま
す。

【管理指標項目】
就労を支援するセミ
ナー等の女性参加
者数

【目標値】
10人以上

【7年度実績】
67人
内訳
習志野市主催幹事
回：37人
船橋市主催幹事回：
30人

本市と千葉県ジョブサポートセンター
及び近隣5市（市川市、船橋市、八千
代市、鎌ケ谷市、浦安市）と共催で女
性向け再就職支援セミナーを実施し、
女性を取り巻く社会環境や履歴書の
書き方等の再就職に役立つスキルの
提供を行った。
　

主催幹事市として1回
船橋市との共催として1回
計2回実施

特になし 次年度においても、引き続き女性向け
のセミナーを実施する。

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

S:大いに貢
献できた

A:貢献でき
た

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

共催６市で広報、ホームページ等にて
積極的に周知した結果、目標を大きく
上回る女性が参加したため。

例年定年を上回る、申し込みがあり、
継続して支援を行うことができたた
め。

産業振興課

92 69 【女性活躍】
創業に関する情報
提供

市内で、創業・開業しようとする
市民に対する資金融資などに
関する情報の提供を行います。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

産業振興課窓口及びホームページに
て習志野市中小企業資金融資制度
の案内を行うとともに、習志野市商工
会議所に創業に関するワンストップ相
談窓口を設置し、創業に関する相談
を随時受け付けた。

創業をサポートするため、「ならしの
創業塾」の開催や千葉県信用保証協
会共催により「創業スクール」を実施し
た。

その他、千葉県等が主催する創業
イベントやセミナー開催時に、多様性
社会推進課にもチラシの配架を依頼
した。

特になし 引き続き、創業しようと考えている市
民に対して、資金融資等に関する情
報の提供を行う。

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

ならしの創業塾や創業プレセミナーの
開催や習志野商工会議所への業務
委託によりワンストップ相談窓口で随
時相談を受け付けた。

習志野商工会議所と連携を図り、なら
しの創業塾についての運営を行うこと
で多くの女性に対して創業に関する
知識の普及啓発を行えたため。

また、創業に関するイベントの実施
時には産業振興課窓口だけでなく、
多様性社会推進課と協力し、情報提
供を行えたため。

産業振興課

93 70 【女性活躍】
創業を支援する講
演会などの開催

商工会議所などと連携し、創業
に関する相談窓口の設置や講
演会、創業塾などを開催し、市
内での創業を支援します。

【管理指標項目】
創業を支援するセミ
ナー等の女性参加
者数

【目標値】
5人以上

【7年度実績】
53人
①ならしの創業塾12
人
②創業スクール30人
③創業機運醸成事
業１１人

産業振興課窓口及びホームページ
にて習志野市中小企業資金融資制度
の案内をおこなうとともに、習志野市
商工会議所に創業に関するワンストッ
プ相談窓口を設置し、創業に関する
相談を随時受け付けた。

創業をサポートするため、「ならしの
創業塾」の開催や千葉県信用保証協
会共催により「創業スクール」を実施し
た。

その他、創業に無関心な学生等を
対象として創業を将来的な選択肢の
一つに加えてもらえるように創業機運
醸成事業を実施した。
・市主催 ならしの創業塾 講義等６
回（年１回）
・千葉県信用保証協会共催 創業ス
クール
講義等4回（年２回）

特になし ならしの創業塾や創業スクールにつ
いては現状でも多くの女性が参加して
いるため、引き続き継続する。

創業機運醸成事業については、安
定したより集客を図るため、習志野商
工会議所と協力し、適宜、事業内容を
見直し実施する。

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

習志野商工会議所や千葉県信用保
証協会と連携を図り多くの女性対して
創業に関する知識の普及啓発を行え
たため。

継続して、習志野商工会議所や千葉
県信用保証協会と連携を図り多くの
女性対して創業に関する知識の普及
啓発を行えたため。

産業振興課

№
事業
番号

事業名 事業内容
R7管理指標

実績

基本目標に対する貢献度

Ⅲ多様な働き方、生き方を認め合い、仕事と生活が調和した環境づくり

1　働く場における男女共同参画の促進

③女性の起業、再チャレンジ支援　

事業に対する評価

担当課
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基本目標

課題

施策の方向

令和7年度事業実績
（具体的な内容）

事業実績における課題
次期計画期間における

具体的な取り組み
令和2年度
の貢献度

令和3年度
の貢献度

令和4年度
の貢献度

中間評価
令和5年度
の貢献度

令和6年度
の貢献度

令和7年度
の貢献度

総合評価
令和7年度
評価の理由

総合評価の理由
№

事業
番号

事業名 事業内容
R7管理指標

実績

基本目標に対する貢献度

Ⅲ多様な働き方、生き方を認め合い、仕事と生活が調和した環境づくり

1　働く場における男女共同参画の促進

③女性の起業、再チャレンジ支援　

事業に対する評価

担当課

94 71 【新規】【女性活躍】
就労や再就職に関
する情報提供

ふるさとハローワーク等と連携
し、就労や再就職に関する情報
の提供を行います。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

国と共同で設置している「ふるさとハ
ローワークならしの」及び国と船橋市
が共同で事業を実施している「ふなば
し地域若者サポートステーション事
業」に参画し、若年無業者の職業的自
立を促すことを目的として、就労や再
就職に関する情報提供を行った。

本市と近隣市、千葉県ジョブサポー
トセンターが実施している再就職支援
セミナーについて、多様性社会推進
課、ふるさとハローワークならしの、ハ
ローワーク船橋に依頼し、チラシを配
架した。

ふなばし地域若者サポートステー
ションが実施している、若年者向けの
企業説明会である「合同就職フェア」
について市内公共施設やふるさとハ
ローワークにならしのチラシを配架し
た。

特になし 引き続き、ふるさとハローワークなら
しのや、ふなばし地域若者サポートス
テーション等と連携し、若年無業者や
再就職を求めている方に対し情報提
供や就労支援を行う。

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

ふるさとハローワークならしのやふな
ばし地域若者サポートステーション等
の関係機関と連携し着実に事業を実
施することで女性に対して就労に関す
る情報提供を行うことで就労支援が
行えているため。

就労や再就職に関する情報提供につ
いて関連機関と連携し、セミナー開催
や合同企業説明会の後援などを通じ
積極的な情報提供を行えた。

産業振興課

95 72 【女性活躍】
再チャレンジ支援講
座の実施

就労を支援する講座などを実施
します。

【管理指標項目】
女性のための再チャ
レンジ支援講座の開
催回数

【目標値】
年1回

【7年度実績】
年3回

・令和7年11月に「女性のための再
チャレンジ支援講座」を全3回で開催。
「第１回 自己アピール力のアップ」
「第２回 会社の求める思考力（ロジカ
ルシンキング）」「第３回 未来の働き
方に備える！ＩＴのスキルアップ」を実
施。

受講者のニーズを把握し、就労支援
に向けた講座を開催していく必要があ
る。

引き続き、令和4年4月に決定した女
性デジタル人材育成プランを念頭に
置きつつ、デジタル人材育成と就労支
援を目的とした講座を開催していく。

D:事業を実
施 で き な
かった

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

女性が活躍できる社会をめざし、就労
を支援する講座を実施。女性デジタル
人材育成プランに基づく講座とし、多
様な働き方への支援につながった。

女性が活躍できる社会をめざし、就労
を支援する講座を実施。
また、講座参加者が学習したい内容
を調査し、次年度以降の講座に反映
させる等積極的な講座開催を検討し
ている。

多様性社会
推進課
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　第３次　男女共同参画基本計画　事業評価シート

令和８年７月３日（金）多様性社会推進課
令和８年度　第１回男女共同参画審議会

事前送付資料２

基本目標

課題

施策の方向

令和7年度事業実績
（具体的な内容）

事業実績における課題
次期計画期間における

具体的な取り組み
令和2年度
の貢献度

令和3年度
の貢献度

令和4年度
の貢献度

中間評価
令和5年度
の貢献度

令和6年度
の貢献度

令和7年度
の貢献度

総合評価
令和7年度
評価の理由

総合評価の理由

96 73-1 【女性活躍】
ワーク・ライフ・バラ
ンスの意識啓発

関係部署と連携し、働き方を見
直し、積極的にワーク・ライフ・
バランスに取り組む市民を増や
します。（市民）

【管理指標項目】
市民に対するワー
ク・ライフ・バランスに
関する啓発などの回
数

【目標値】
年1回

【7年度実績】
年2回

令和7年8月開催の男女共同参画啓
発講座において、ワーク・ライフ・バラ
ンスの内容を含んだ家事育児の分担
に関する講座を開催した。
また、男女共同参画社会づくり情報紙
「きらきら」第60号において、ワーク・ラ
イフ・バランスの内容を含む「男女共
同参画に関する市民意識・事業所調
査」（令和６年度実施）の記事を掲載し
て市民へ広く配布した（18,000部）。

様々な手法で継続的に意識啓発を
行っていく必要がある。

本課が主催する講座等において、
ワーク・ライフ・バランスにつながる課
題をテーマとして開催するよう調整し
ていく。

B: あ ま り 貢
献 で き な
かった

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

A:貢献でき
た

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

令和7年8月開催の男女共同参画啓
発講座において、ワーク・ライフ・バラ
ンスの内容を含んだ家事育児の分担
に関する講座を開催した。
また、男女共同参画社会づくり情報紙
「きらきら」第60号において、ワーク・ラ
イフ・バランスの内容を含む「男女共
同参画に関する市民意識・事業所調
査」（令和６年度実施）の記事を掲載し
て市民へ広く配布した（18,000部）。

様々な手法で継続的に意識啓発を実
施した。令和4年度においては、市庁
舎1階展示スペースにて、前年実施し
たワーク・ライフ・バランス推進に関す
る事業所調査の報告とともにワーク・
ライフ・バランスについてパネル展示
を行った。令和6年度においては、市
制施行70周年記念の冠事業として
「ワーク・ライフ・バランスの推進」を
テーマとした講演会を産業振興課と共
同開催し、また、商工会議所の協力を
得て、講演会を実施することで、広く
周知を図った。

多様性社会
推進課

97 73-2 【女性活躍】
ワーク・ライフ・バラ
ンスの意識啓発

働き方を見直し、積極的にワー
ク・ライフ・バランスに取り組む
事業所が増えるよう、関係部署
と連携し、必要な働きかけを
行っていきます。(事業所）

【管理指標項目】
市内事業所に対す
るワーク・ライフ・バ
ランスに関する啓発
などの回数

【目標値】
年1回

【7年度実績】
年3回
内訳
講演会：1回
広報誌：2回

事業所に対し、ワーク・ライフ・バラン
スに取り組む事業者が増えるよう、年
次有給休暇制度の計画的な取得促
進を促すため、広報習志野及び市
ホームページにて周知を行った。

また、令和8年3月にメンタルヘルス
に関する講演会を行うことで、事業所
に対して普及啓発を行った。令和7年
10月1日号掲載 10月は「年次有給休
暇取得促進期間」です。

特になし 引き続き関係機関から受けた依頼に
ついて着実に実施することで、多くの
事業所に対して周知啓発を行ってい
く。

A:貢献でき
た

B: あ ま り 貢
献 で き な
かった

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

広報習志野、ホームページへの掲載
により周知が行えたため。

計画実施年度を通じ、継続して広報
習志野、ホームページへの掲載によ
り周知が行えたため。

産業振興課

98 73-3 【女性活躍】
ワーク・ライフ・バラ
ンスの意識啓発

職員の時間外勤務の削減や、
男性の育児休暇などの取得促
進を図るとともに、働き方の見
直しに取り組みます。また、市
職員へのワーク・ライフ・バラン
スの意識啓発に取り組みます。
（市職員）

【管理指標項目】
市職員に対するワー
ク・ライフ・バランス
研修の実施回数

【目標値】
年1回

【7年度実績】
 年2回

・在宅型テレワーク勤務制度を本格導
入した。（令和7年10月1日施行）
・2～3級職員を対象としたキャリアデ
ザイン研修等においてワークライフバ
ランスに関する講義を実施した。（令
和7年9月24日実施）

ワーク・ライフ・バランスの推進の取組
と時間外勤務の縮減の相関性が高く
ない。
一部の職員の勤務体制では利用でき
ない制度もあるので、制度設計の改
善は必要になる。

週休３日制やフレックス勤務制度の導
入に向けて、研究を進める。

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

在宅型テレワーク勤務制度の導入に
より、多様な働き方の実現を推進し
た。

時間外勤務の縮減は進んでいない
が、年次休暇の取得状況は改善傾向
にあるため。

人事課

99 74 【女性活躍】
パラレルキャリアに
関する講座の実施

本業以外の社会貢献活動など
へとつながる講座を開催し、参
加者同士の交流を図りながら、
パラレルキャリアを有するいき
いきと働く人を増やします。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

令和8年3月にパラレルキャリア講座
「手作り名刺で実現する わたしの
キャリアデザイン」を開催。自分自身
のパラレルキャリアの探索方法につ
いて学習した。

多様な生き方・働き方に向け、本業以
外の社会貢献活動などへとつながる
講座を開催する必要がある。

引き続き、本業以外の社会貢献活動
などへとつながる講座を開催する。

D:事業を実
施 で き な
かった

S:大いに貢
献できた

C:貢献でき
なかった

B: あ ま り 貢
献 で き な
かった

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

多様な生き方・働き方に向け、本業以
外の社会貢献活動などへとつながる
講座を開催した。
・20代から60代という様々な年齢の方
に参加いただき、世代間での交流を
通して新たな自分を見出すことができ
る講座とすることができた。

やむを得ない事由がある年度以外は
毎年パラレルキャリア講座を開催し、
多様な生き方・働き方に向け本業以
外の社会貢献活動などへとつながる
探索の方法について機会を提供でき
た。
（R２年度は感染症対策のため中止、
R４年度は講師の直前の体調不良に
より中止）
（R３年度は感染症対策のためオンラ
イン講座で開催）

多様性社会
推進課

100 75 【女性活躍】
仕事と子育ての両
立に関する制度の
周知

市内事業所における仕事と子
育てが両立できる職場環境づく
りに関する啓発を行います。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

【再掲】習志野市子育て支援先端企
業認証制度について、ホームページ
コンテンツへ掲載するとともに、男女
共同参画センターが発行している制
度周知を図る冊子を窓口に設置し、
新規事業者登録の周知を図ったもの
の、新規登録申請はなかった。

【再掲】千葉県の「社員いきいき元気
な会社宣言」など類似の事業もある
中、事業者にとって認証に係るメリット
が少なく、近年新たな新規登録申請
はない状態が継続している。

【再掲】育休制度等の充実が進み、登
録制度の意義は当初より大きく減少し
ているものと考えられる。
そのため、次期計画では事業掲載を
見送ることも含めて検討したい。

C:貢献でき
なかった

C:貢献でき
なかった

C:貢献でき
なかった

C:貢献でき
なかった

C:貢献でき
なかった

C:貢献でき
なかった

C:貢献でき
なかった

C:貢献でき
なかった

新規登録事業者がなかったため。 【再掲】令和2年度から令和7年度にか
け、評価が「貢献できなかった」であっ
たため。
令和7年度の登録状況においても千
葉県全体で15件のみであった。当事
業の登録状況や内容から次期計画に
ついては検討の必要性があると思わ
れる。

こども政策課

№
事業
番号

事業名 事業内容
R7管理指標

実績

基本目標に対する貢献度

Ⅲ多様な働き方、生き方を認め合い、仕事と生活が調和した環境づくり

2　ワーク・ライフ・バランスの推進

①働く場におけるワーク・ライフ・バランスの促進《重点施策》

事業に対する評価

担当課
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基本目標

課題

施策の方向

令和7年度事業実績
（具体的な内容）

事業実績における課題
次期計画期間における

具体的な取り組み
令和2年度
の貢献度

令和3年度
の貢献度

令和4年度
の貢献度

中間評価
令和5年度
の貢献度

令和6年度
の貢献度

令和7年度
の貢献度

総合評価
令和7年度
評価の理由

総合評価の理由

101 76-1 【女性活躍】
固定的な性別役割
分担意識を見直す
講座などの実施

家庭内の男女共同参画を推進
するため、固定的な性別役割分
担意識を見直す講座などを実
施します。

【管理指標項目】
固定的な性別役割
分担意識を見直す
講座などの実施回
数

【目標値】
年1回以上

【7年度実績】
年2回

男女共同参画啓発講座（年2回開催）
において、令和7年8月開催回では固
定的な性別役割分担意識を見直す
きっかけづくりとして家族で行う家事・
育児の役割分担についての講座を実
施し、令和8年1月開催回では災害に
おける固定的な性別役割分担意識を
見直す講座を実施した。

性別、年齢に関係なく参加しやすい環
境整備について手法を検討する。

手法を検討しつつ、シニア世代の家事
参画や父親の育児参画など、性別役
割分担意識の見直しにつながる啓発
の取り組みを行う。

B: あ ま り 貢
献 で き な
かった

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

固定的な性別役割分担意識を見直す
きっかけづくりとして、家族で行う家
事・育児について取り上げ、固定的な
性別役割分担意識を見直す講座を実
施した。

男女共同参画啓発講座において、令
和4年度は男性限定の子育て講座、
令和6・7年度は家事・育児の役割分
担の講座を開催し、固定的な性別役
割分担意識を見直すきっかけづくりと
した。
また、男女共同参画社会づくり情報紙
「きらきら」第58号にては「家庭内にお
ける男女共同参画」をテーマにコラム
を掲載した。

多様性社会
推進課

102 76-2 【女性活躍】
固定的な性別役割
分担意識を見直す
講座などの実施

家庭内の男女共同参画を推進
するため、固定的な性別役割分
担意識を見直す講座などを実
施します。

【管理指標項目】
固定的な性別役割
分担意識を見直す
講座などの実施回
数

【目標値】
各公民館で年1回以
上

【7年度実績】
全公民館
延べ172回実施
うち男性参加36回

全公民館で育児講座、幼児家庭教育
学級など家庭教育領域の講座を実施
した。
また、親子講座などの実施の際には、
開催日を土日にするなど、父母のどち
らでも参加できるよう配慮した。

男女平等や男女共同参画の視点を踏
まえた講座を開催したものの、土曜日
の開催でも母親中心の参加に偏る現
状がある。

講座の内容の見直しや父親の積極的
な参加を促す周知を行う。

D:事業を実
施 で き な
かった

B: あ ま り 貢
献 で き な
かった

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

公民館側の工夫や呼びかけにより、
一定数の父親（男性）参加があった。

公民館側の工夫や呼びかけにより、
一定数の父親（男性）参加があった。

公民館

103 77 「ママ・パパになるた
めの学級」の充実

安心して妊娠・出産・子育てに
臨めるように、知識や技術を提
供するとともに、両親が共に子
育てを担っていけるように支援
します。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

妊娠期に2回（集合型）で実施。
参加数（延）
妊婦　401人
パートナー　376人

講義や体験だけでなく、妊娠期からの
仲間づくりの視点が必要。
育児休暇を取得する男性も多く、パー
トナーシップについて、男性側のサ
ポートも含めた内容のニーズがある。

参加者を地域ごとにグループ化し、グ
ループワーク等を通じた仲間づくりの
場を提供。パートナーシップについて
は、講義、グループワーク実施。

D:事業を実
施 で き な
かった

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

妊婦、パートナーともに昨年度に比べ
て参加者数が増加した。

妊娠期に両親へ実施することによっ
て、産後の子育てへのイメージがつく
とともに、両親が協力して子育てがで
きていると考える。

健康支援課

104 78-1 男女共同参画の視
点を含めた啓発紙・
パンフレット等の発
行

子育てや介護などに関するパン
フレット・チラシ等の作成に際
し、男女共同参画の視点を含め
た紙面づくりを行います。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

出生や転入に係る手続をされる保護
者を対象に配布している子育てハンド
ブックや孫育てハンドブックの作成に
あたり、男女共同参画の視点に立っ
た子育て支援につながるよう、紙面づ
くりに配慮した。

作成した冊子について、広く手に取っ
てもらえるよう周知を進めていく必要
がある。

パンフレット・チラシ等の作成に際し、
内容やイラスト等を確認し、男女共同
参画の視点を含めた紙面づくりを行っ
ていく。

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

作成した冊子について、広く周知を進
めた。

男女共同参画の視点を含めた紙面づ
くりに努めた。

子育てサー
ビス課（旧：
子育て支援
課）

105 78-2 男女共同参画の視
点を含めた啓発紙・
パンフレット等の発
行

子育てや介護に関するパンフ
レット・チラシ等の作成に際し、
男女共同参画の視点を含めた
紙面づくりを行います。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

被保険者証交付時のリーフレットの送
付、制度周知用パンフレット作成と配
布、広報への掲載等、制度理解のた
めの啓発を行った。

特になし 介護制度について認識してもらえるよ
う、引き続き同様の啓発を行う。

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

パンフレットの配布等により、介護が
必要な方の家族や周囲の方のみでな
く、今後必要となる方についても制度
の周知が図られた。広く周知を図るこ
とにより、介護負担が特定の家族に
偏ることなく社会全体で支える意識を
広めることができた。

計画期間全体を通して、制度改正等
の情報を、パンフレット等で、分かりや
すく、周知することができた。引き続き
介護保険制度が市民にとって身近な
ものとなるよう周知を図っていく。

介護保険課

106 79 父親の子育て参画
を意識した情報提
供

保育所・幼稚園・こども園の事
業実施において、父親の子育て
参画を促す情報の提供を行い
ます。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

土曜日開催の行事では、多くの父親
が参加し、園行事を通してこどもの成
長を共に喜ぶことができ、子育てへの
参画を促す一助となった。

家庭での状況や施設での様子を保護
者連絡アプリで母親も含めて共有して
いく流れを活かし、子育てへの関心に
つなげ参画を促していく。

保護者連絡アプリを活用して、より分
かりやすい内容を発信し、子育てへの
参画を促していく。

B: あ ま り 貢
献 で き な
かった

B: あ ま り 貢
献 で き な
かった

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

日々の送迎、園行事などで、父親との
関係作りを行い、子育てへの参画に
つなげていくことができたため。

父親が参加できる行事開催日の実施
や保護者連絡アプリを活用していくこ
とで、子育てに関する情報提供ができ
たため。、

こども保育課

基本目標に対する貢献度

Ⅲ多様な働き方、生き方を認め合い、仕事と生活が調和した環境づくり

2　ワーク・ライフ・バランスの促進

②固定的な性別役割分担意識の見直しの促進

事業に対する評価

担当課

№ 事業番
号

事業名 事業内容
R7管理指標

実績
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基本目標

課題

施策の方向

令和7年度事業実績
（具体的な内容）

事業実績における課題
次期計画期間における

具体的な取り組み
令和2年度
の貢献度

令和3年度
の貢献度

令和4年度
の貢献度

中間評価
令和5年度
の貢献度

令和6年度
の貢献度

令和7年度
の貢献度

総合評価
令和7年度
評価の理由

総合評価の理由

【管理指標項目】
保育所所庭開放日
数
【目標値】
現計画中に各施設
週2回以上
【7年度実績】
各施設週1回

前年度より、開放時間を増やしたことで、
来所した親子が在所児と触れ合う楽しさ
が多く味わえ、満足する感想が増えた。

地域開放の内容を各施設の実情も含
め、検討をしていく。

地域開放の充実を図るための方法を検
討、実施していく。

【管理指標項目】
子育てふれあい広場
と施設開放の実施日
数
【目標値】
各施設年間6回以上
【7年度実績】
各施設年間6回

子育てふれあい広場は計画通り実施を
し、参加者数も回を重ねるごとに、増加
する施設もあった。継続して参加する保
護者もおり、広場でのこどもの様子を通
して、成長や変化を喜ぶ感想もあった。

引き続き、健康支援課との連携を図り、
子育てふれあい広場への参加につなげ
ていく。

引き続き、親子が楽しいひと時を過ごせ
る場作りに努め、地域の未就園児親子
の参加につなげていく。

108 81 多様な働き方を支
援するための保育
の拡充

保育所・こども園における時間
外保育、産休明け保育、一時保
育、預かり保育の実施内容など
の拡充を図ります。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

時間外保育、一時保育、預かり保育等の
環境の見直しや保育内容の充実に努め
た。

引き続き、多様な働き方を支援するため
の体制作りに努める。

一時保育の利用者の傾向を分析すると
ともに、利用枠等について検討していく。

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

在園児との交流の機会を増やしたり、保
護者からの相談にのる等、多様な働き方
をする保護者支援に努めることができ
た。

時間外保育、産休明け保育、一時保育、
預かり保育の保育環境の充実に努める
ことができた。

こども保育課

109 82 病児・病後児保育の
周知

市内の病児・病後児保育の周
知を行います。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

市内こども園や保育所に入所する児童
の保護者に対して、病児・病後児保育施
設のチラシを配布した。
病児・病後児保育施設の情報を広報に
掲載した。
令和4年4月1日から休室していた、済生
会習志野病院のキッズケアルームなでし
こについて、令和7年10月から再開した
ため、幼稚園や認可保育施設、小学校3
年生までの保護者に対してご案内したほ
か、広報誌や市ホームページを通して周
知を図った。

病児・病後児保育施設の利用がしやすく
なるよう、利用方法の案内等を周知して
いく。

リーフレット・チラシの配布と併せて、病
児・病後児保育施設の情報を広報に掲
載する。

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

令和7年10月から再開したキッズケア
ルームなでしこについて、広報や市ホー
ムページ掲載等での周知に努めた。

保護者へのリーフレット及びチラシの配
布や子育てハンドブック掲載、市民への
広報や市ホームページ掲載等により、
様々な方法で、事業の周知に努めた。

子育てサービ
ス課（旧：子
育て支援課）

110 83 ファミリー・サポート・
センター事業などの
充実

相互援助や組織の活用を行い、
サービスメニューの拡大などや
会員の確保を行うとともに、研
修内容の充実を図ります。

【管理指標項目】
ファミリー・サポート・
センター入会説明会
の実施回数

【目標値】
定例入会説明会38
回、地域入会説明会
4回、土・日入会説明
会3回

【7年度実績】
定例入会説明会42
回、来庁（個別）入会
説明24回、訪問入会
説明5回

定例入会説明会を行った。
定例入会説明会に来られない方につい
ては、個別に来庁・訪問入会説明で随時
対応した。

定例入会説明会に来られない方につい
て、個別で来庁・訪問入会説明ができる
ことの周知方法を検討する必要がある。

定例入会説明会と併せて、来庁・訪問で
の入会説明を行う。
研修会等を定期的に開催し、会員の知
識や技術の向上等を図る。

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

令和6年度の実績を上回る回数の個別・
訪問説明会を開催し、できる限り利用会
員、提供会員の希望に添える対応をし
た。

利用会員、提供会員を対象とした研修会
等を定期的に開催し、会員の知識や技
術の向上等を図った。

子育てサービ
ス課（旧：子
育て支援課）

Ⅲ多様な働き方、生き方を認め合い、仕事と生活が調和した環境づくり

2　ワーク・ライフ・バランスの推進

③家庭生活と社会生活の両立に向けた子育て支援・介護支援《重点施策》

事業に対する評価

A:貢献でき
た

基本目標に対する貢献度

事業名 事業内容
R7管理指標

実績

年齢にあった場や在園児とのかかわり
等について工夫するとともに、就園に関
することや育児の悩みに応じる等の相談
にも対応することに努めた。

親子で安全に安心して楽しく過ごせる場
の提供に努めることができた。保育所の
所庭開放については、全ての施設が週1
回以上実施しているが目標値には達し
ていない状況であるため内容の充実と
周知に努める必要がある。

A:貢献でき
た

担当課

107 80 男女が参加で きる
地域開放の充実

保育所所庭開放や幼稚園の子
育てふれあい広場について、実
施内容の充実を図ります。

D:事業を実
施 で き な
かった

B: あ ま り 貢
献 で き な
かった

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

こども保育課

№
事業
番号
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基本目標

課題

施策の方向

令和7年度事業実績
（具体的な内容）

事業実績における課題
次期計画期間における

具体的な取り組み
令和2年度
の貢献度

令和3年度
の貢献度

令和4年度
の貢献度

中間評価
令和5年度
の貢献度

令和6年度
の貢献度

令和7年度
の貢献度

総合評価
令和7年度
評価の理由

総合評価の理由

Ⅲ多様な働き方、生き方を認め合い、仕事と生活が調和した環境づくり

2　ワーク・ライフ・バランスの推進

③家庭生活と社会生活の両立に向けた子育て支援・介護支援《重点施策》

事業に対する評価 基本目標に対する貢献度

事業名 事業内容
R7管理指標

実績
担当課№

事業
番号

111 84 保育所についての
情報提供の充実

働きやすい環境づくりのため、
保育所入所に関する情報の提
供に努めます。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

・「広報習志野」及び市ホームページに
保育所等入所募集記事を掲載するととも
に、ホームページにおいては、毎月の施
設別・年齢別空き状況を掲載した。また、
4月募集の申し込み状況（申込者、承諾
者、不承諾者）、入所選考の基準早見表
及び同点審査表、各施設の年齢ごとの
承諾者数及び承諾者の最低点数を市
ホームページにおいて公表した。
・ＬＩＮＥを利用し、4月の保育所等申込案
内、方法、入所選考の結果等、各月の施
設別・年齢別空き状況について配信を
行った。また、4月の保育所等の窓口で
の申込受付について、ＬＩＮＥ等を活用し
て予約受付を行った。
・電子申請受付については、「ぴったり
サービス」、及び「ちば電子申請サービ
ス」による受付を行った。

市ホームページの掲載内容や電子申請
手続きについて、さらなる充実を検討す
る。

・令和7年度に引き続き、「広報習志野」
及び市ホームページへ募集記事を掲載
するとともに、ホームページにおいて月
ごとの施設別・年齢別空き状況を掲載す
る。また、4月募集の申込状況（申込者、
承諾者、不承諾者）、入所選考の基準早
見表及び同点審査表、各施設の年齢ご
との承諾者数及び承諾者の最低点数を
市ホームページにおいて公表する。
・ＬＩＮＥを利用し、4月の保育所等申込案
内、方法、入所選考の結果等、各月の施
設別・年齢別空き状況について配信を行
う。また、4月の保育所等の窓口での申
込受付について、ＬＩＮＥ等を活用して予
約受付を行う。
・電子申請受付について、ぴったりサー
ビスに加え、ちば電子申請サービスによ
る受付を継続して行う。

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

市のホームページや広報、LINE等、周知
に可能なツールを使用し、情報発信を
行った。また情報発信のタイミングにつ
いても、遅滞せず、速やかに最新の情報
提供をすることができた。

こども保育課窓口をはじめ、広報習志
野、市ホームページにて保育所等入所
募集記事を掲載するとともに、ホーム
ページにおいては、月ごとの施設別・年
齢別空き状況を掲載した。かつ、例月入
所申込の更新とは別に、応募者数の多
い4月募集につていは、申し込み状況、
選考結果、空き状況を掲載した。
また、市のSNSも活用した情報発信を開
始したり、4月の保育所等の窓口での申
込受付については、ぴったりサービス、
ちば電子申請サービスによる電子申請
による受付を開始する等、様々なツール
を用いた情報発信に努めることができ
た。

こども保育課

112 85-1 子育て支援拠点で
の男性の参画促進

子育て支援拠点施設の土、日
の開所などにより平日利用でき
ない家庭も利用しやすい施設づ
くりを行います。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

習志野市こどもセンター（鷺沼）について
は土曜日、きらっ子ルームやつでは土曜
日、日曜日の開所を継続して実施してい
る。

土曜日、日曜日の父親の来所は増加傾
向にあることから、引き続き声かけなどを
通して、父親来所に向けた周知を図る。

土曜日、日曜日に開催している父親向け
の行事等について、平日しか利用できな
い家庭もあることから、平日開催が可能
か検討を行う。

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

土曜日・日曜日ともにイベントを実施し、
利用促進に努めた。

・土曜日、日曜日を開所することにより、
平日に利用できない父親や共働き家庭
等の利用促進に努めた。
・窓口に手続きに来た際には、施設の説
明を行い、利用促進に努めた。

子育てサービ
ス課

113 85-2 子育て支援拠点で
の男性の参画促進

子育て支援拠点施設の土、日
の開所などにより平日利用でき
ない家庭も利用しやすい施設づ
くりを行います。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

こども園こどもセンターの土曜日の開所
を継続して実施している。

こども園こどもセンターで実施している行
事について、土曜日に実施していない施
設や毎月実施していない施設もあり、男
性の利用を十分に促すことができていな
いと思われる。

各こども園こどもセンターにおいて開催し
ている行事の一部を、土曜日にも実施す
ることを継続及び促進し、土曜日の利用
をさらに促していく。

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

土曜日の開所を継続して実施し、土曜日
に工夫をして行事を実施する施設もあっ
た。

各こども園こどもセンターにおいて、月～
土曜日の毎日開所を実施し、様々な親
子の利用を促した。また、土曜日に行事
を設定する施設が増え、利用を促すこと
ができた。

こども保育課

114 86 地域で支える子育
ての機運の充実

地域ぐるみの子育て支援体制を
推進するため、関係機関との連
携を図ります。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

きらっ子こどもまつりを開催した。
『ならしの孫育てハンドブック』を配布し、
子どもが健やかに成長することができる
環境づくりに努めた。

・今後も、地域ぐるみの子育て支援体制
の推進のため、継続的にこどもセンター
（鷺沼）において地元町会、社会福祉協
議会や子育て支援団体と協議し、事業
等を実施する。
・『ならしの孫育てハンドブック』を増刷し
子どもが健やかに成長することができる
環境づくりに努める。

各種イベント等を実施する。
『ならしの孫育てハンドブック』の配布を
行う。

B: あ ま り 貢
献 で き な
かった

B: あ ま り 貢
献 で き な
かった

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

地元町会や社会福祉協議会との協議を
重ね、地域ぐるみの子育て支援体制の
推進に努めた。

・きらっ子こどもまつりを開催し、地域交
流のきっかけとなった。
・『ならしの孫育てハンドブック』を継続し
て配布した。

子育てサービ
ス課（旧：子
育て支援課）

115 87 放課後児童会の充
実

放課後児童会の施設整備を図
り、充実した運営の提供に努
め、安心して働くことができる環
境づくりに取り組みます。また、
支援員に対し、男女共同参画に
関する研修を実施します。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

・放課後児童会における入退会等の申
請を電子化することで利用者の利便性
の向上を図った。
・大久保東小学校において児童会室移
転に伴い、第二児童会を新設するなど、
各児童会施設の充実を図った。
・職員不足の解消と安定的な児童会運
営のため、下記のとおり業務委託を実施
した。
新規：実籾小学校地区
更新：東習志野及び秋津小学校地区
・男女共同参画に関する研修は実施しな
かった。

・児童会の施設整備に取り組んだ結果、
児童会施設の充実と待機児童ゼロを維
持している。しかしながら、小学４年生以
上の放課後児童会への入会希望が増加
しているため、引き続き環境整備や職員
の確保、直営児童会の民間事業者への
委託化に取り組んでいく必要がある。
・男女共同参画の理念やジェンダーに関
する理解を深めるため、また多様化する
社会へ対応していくために定期的な研修
や指導が必要である。

・待機児童ゼロを維持するため、引き続
き職員の雇用並びに施設整備及び運営
業務委託等を実施する。
・多様化する社会の中で、影響を受けや
すい小学生の時期において、児童と育成
支援及び家庭環境の支援が求められて
いるなか、それに応じた職員の経験やス
キルアップの必要がある。

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

・入退会等の申請を電子化することで利
用者の利便性が向上された。
・児童会の施設整備に取り組んだ結果、
待機児童ゼロを維持することができた。

・職員を確保し、安定的な児童会運営を
図るため、11小学校22児童会の業務委
託を実施した
・児童会の施設整備と運営業務委託に
取り組んだ結果、児童会施設の充実と待
機児童ゼロを維持することができた。
・入退会等の申請を電子化することで利
用者の利便性が向上された。

児童育成課
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基本目標

課題

施策の方向

令和7年度事業実績
（具体的な内容）

事業実績における課題
次期計画期間における

具体的な取り組み
令和2年度
の貢献度

令和3年度
の貢献度

令和4年度
の貢献度

中間評価
令和5年度
の貢献度

令和6年度
の貢献度

令和7年度
の貢献度

総合評価
令和7年度
評価の理由

総合評価の理由

Ⅲ多様な働き方、生き方を認め合い、仕事と生活が調和した環境づくり

2　ワーク・ライフ・バランスの推進

③家庭生活と社会生活の両立に向けた子育て支援・介護支援《重点施策》

事業に対する評価 基本目標に対する貢献度

事業名 事業内容
R7管理指標

実績
担当課№

事業
番号

116 88 子育て支援相談の
充実

こどもセンター、きらっこルーム
の周知を行うとともに、子育てに
関する情報提供を行い、安心し
て子育てできるよう、個々の家
庭に応じた支援を行います。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

習志野市こどもセンター（鷺沼）、きらっ
子ルームやつの利用者に対し、利用者と
直接コミュニケーションをとる中で子育て
に関する情報の提供を行うとともに、利
用者個々の子育てに関する相談に随時
対応した。
こども部窓口の子育て支援コンシェル
ジュの職員が各施設を訪問し相談を行う
「出張コンシェルジュ」を定期的に行い、
相談体制の強化に努める。

・こどもセンター（鷺沼）、きらっ子ルーム
やつの利用を促進していくとともに、子育
て支援コンシェルジュ（利用者支援事業）
についても周知を図る。
・こどもセンターに新規配属される職員に
ついて養成講座を実施するとともに、事
業運営の円滑化、各施設との情報共有
に努める。
・引き続き「出張コンシェルジュ」を定期
的に行い、相談体制の強化に努める。

・こどもセンター（鷺沼）、きらっ子ルーム
やつの利用を促進していくとともに、子育
て支援コンシェルジュ（利用者支援事業）
についても周知を図る。
・こどもセンターに新規配属される職員に
ついて養成講座を実施するとともに、事
業運営の円滑化、各施設との情報共有
に努める。
・引き続き「出張コンシェルジュ」を定期
的に行い、相談体制の強化に努める。

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

令和7年度に新たにこどもセンターに配
属された職員への養成講座を実施し、相
談体制の強化に努めた。

・習志野市こどもセンター（鷺沼）、きらっ
子ルームやつにおいて、子育てに関する
情報の提供を行うとともに、利用者個々
の子育てに関する相談に随時対応した。
・こども部窓口にも子育て支援コンシェル
ジュを配置し、子育てに関する相談・情
報提供、相談支援の体制を強化した。
・子育て支援コンシェルジュ養成講座を
実施し、男女共同参画についての研修を
行った。

子育てサービ
ス課（旧：子
育て支援課）

117 89 乳幼児に対する健
康相談などの充実

乳幼児の健康相談などを通じ
て、子どもの発育・発達を確認
するとともに、生活習慣や生活
リズム等の子育てについての相
談に応じ、子育てへの不安を軽
減し、より良い親子関係が形成
できるよう支援を行います。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

４か月児健康相談では、子どもの発育発
達の確認、離乳食について説明し、参加
者同士の自己紹介の場を設け、交流を
促すよう働きかけた。10か月児健康相談
では児の発育発達の確認、歯について
説明し、参加者同士の交流、仲間づくり
を図ることができた。

父親の育児休暇取得が増加傾向にあ
り、父の参加率も増えている。育児休暇
終了後に母が不安や孤立感を抱きなが
ら子育てに取り組むケースや、父親の育
児不安等の課題が出てきている。健康
相談の内容をどう充実させ、支援していく
かの検討が必要。

母親だけでなく、父親に対しても乳幼児
の健康相談を通じて、子育てへの不安を
軽減し、安定した家族関係の中で育児が
できるよう支援する。

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

健康相談の場で、母親だけではなく家
族、夫婦関係の課題について把握、相談
に対応し、関係機関につなぐことができ
た。

健康相談では、子どもの月例に応じた発
育発達の確認や個々に必要な相談に応
じるとともに、参加者同士の交流や仲間
づくりを図ることができている

健康支援課

118 90 保健福祉サービス
の充実、介護予防
の推進

介護予防に関する事業や市民
同士の支え合い活動などについ
ての情報を高齢者にも十分提
供し、これらの活動に男女が互
いの特性を生かしあって参加で
きるよう支援します。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

介護予防教室として、運動器の機能向
上教室と認知症予防教室を実施し、活動
性の維持・向上への支援をした。令和6
年度に開始したLINE配信・、ちば電子申
請サービスでの申し込みにより、さらに、
男性の参加割合が増加しました。

介護予防の内容の充実とあわせて、より
多くの高齢者が参加できる機会の確保
が必要です。

・介護予防教室参加後も運動継続できる
よう、地域の「通いの場」の情報提供およ
び、自主グループ化を促していきます。

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

・男性参加者の割合が増えた。
・介護予防教室終了後の自主グループ
が２か所できた。

・LINEやちば電子申請サービスなど周知
方法を改善した。また介護予防教室にAI
を導入したり、認知症予防教室に難聴講
座を導入するなどの取組により、参加希
望者や男性参加者の増加に結び付いた
ため。

健康支援課

119 91 介護保険制度の内
容理解に向けた啓
発

「介護保険制度」について、性別
にかかわらず、家族の負担軽減
につながるよう、制度の啓発に
努めます。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

被保険者証交付時のリーフレットの送
付、制度周知用パンフレット作成と配布、
広報への掲載等、制度理解のための啓
発を行った。

特になし 介護制度について認識してもらえるよう、
引き続き同様の啓発を行う。

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

パンフレットの配布等により、介護が必
要な方の家族や周囲の方のみでなく、今
後必要となる方についても制度の周知
が図られた。広く周知を図ることにより、
介護負担が特定の家族に偏ることなく社
会全体で支える意識を広めることができ
た。

計画期間全体を通して、制度改正等の
情報を、パンフレット等で、分かりやすく、
周知することができた。引き続き介護保
険制度が市民にとって身近なものとなる
よう周知を図っていく。

介護保険課

120 92 介護者の支援体制
の充実

市内５カ所の高齢者相談セン
ター（地域包括支援センター）に
おいて、介護についての相談に
対応し、必要な情報の提供を随
時行います。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

市内５カ所の高齢者相談センター（地域
包括支援センター）において、介護につ
いての相談に対応し、必要な情報の提
供を随時行った。各センターから機関紙
の発行を行った。
家族の相談対応件数　7,175件（R６）

各センターにおいて、個々に相談を受け
る中で、家族構成や介護者の生活状況
など総合的に判断することを心掛け、必
要な情報の提供を行うことができてい
る。

相談先としての認知度を上げるため、引
き続き高齢者相談センターのパンフレッ
トや機関誌の配布によりセンターの周知
を図っていく。

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

各センターにおいて、個々に相談を受け
る中で、家族構成や介護者の生活状況
など総合的に判断することを心掛け、必
要な情報の提供を行うことができてい
る。センターの設置によりいつも対応でき
る体制となっている。

高齢者人口の増加および単身、高齢者
のみ世帯の増加に伴い、相談を必要と
する者が多くなると推測されることから、
さらに高齢者相談センターの周知に努
め、情報提供ができる相談体制を進めて
いく。

高齢者支援
課
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基本目標

課題

施策の方向

令和7年度事業実績
（具体的な内容）

事業実績における課題
次期計画期間における

具体的な取り組み
令和2年度
の貢献度

令和3年度
の貢献度

令和4年度
の貢献度

中間評価
令和5年度
の貢献度

令和6年度
の貢献度

令和7年度
の貢献度

総合評価
令和7年度
評価の理由

総合評価の理由

121 93 年代や個々に応じ
た健康教育、 健康
相談の充実

年代や性別に応じた健康教育
の実施や個々に応じたきめ細や
かな相談に努めます。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

幼稚園健康教育や公民館等の講座,
出前講座で年代に応じた健康教育を
実施した。

年代に応じた健康維持のための情報
提供を継続して行う必要がある。

引き続き幼稚園健康教育や公民館等
での健康教育を実施する。

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

幼稚園健康教育や公民館、出前講座
等で年代に応じた健康教育を実施す
ることができた。

幼稚園や公民館と連携や連合町会
等、市民の利便性の良い場所におい
て年代や健康課題に応じた健康教育
を実施出来ている。

健康支援課

122 94 健診（検診）に関す
る情報提供および
受けやすい体制の
整備

妊婦・乳幼児健診、成人の健康
診査（がん検診など）の事業の
充実、整備、情報の周知に努め
ます。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

対象となる(健診)検診と、その受け方
について、個別通知・再勧奨・ホーム
ページ・広報・ＬＩＮＥ配信等により、各
対象者に届きやすい情報提供を行っ
た。
幼児健診では、引き続き予約システ
ムを活用し、対象者が健診を受けや
すいようにした。また、乳児対象の事
業を再開したため、乳児の保護者へ
の幼児検診周知の機会とした。

各健診（検診）の対象者に届きやすい
方法で、わかりやすい情報提供を継
続的に行う必要がある。

個別通知についてはナッジ理論を活
用し、対象者が手に取って分かりやす
い情報提供に努める。
引き続き、ホームページ・広報・LINE
配信を活用し、一年を通してタイム
リーな情報提供や幅広い周知に努め
る。

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

対象者への情報提供、周知方法を検
討しながら、健診・検診の受けやすい
体制整備に努め、実施できた。

幼児健診の予約システム導入により
健診の予約や変更がスムーズに行え
るようになり、利便性が向上している。
成人の健康診査やがん検診では、
ナッジ理論に基づく通知物の工夫によ
り、受診率の向上につながった。

健康支援課

123 95-1 性感染症・エイズ予
防と喫煙・飲酒・薬
物乱用防止の啓発

地域保健では、対象に合わせた
啓発活動を行います。学校で
は、県主催の研修への教職員
の参加を促進するとともに、児
童生徒に適切な指導を行いま
す。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

小中学校と連携し、生活習慣病予防
健康教育、歯科講演会等を実施し、
喫煙や飲酒等と健康との関わり等に
ついても成人高齢者に向けて、指導し
た。睡眠と飲酒等についても情報提
供を行った。

引き続き、年代に応じた健康づくり、
生活習慣病予防、喫煙・飲酒等の情
報発信を行う必要がある。

引き続き対象にあわせた健康教育を
実施し、生涯にわたる健康維持への
支援を行う。

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

小・中学校生活習慣病健康教育の実
施件数は増加している。

健康教育実施前に、教員と各校での
健康課題を確認し、各々の現状に応
じた指導を行うことができた。

健康支援課

124 95-2 性感染症・エイズ予
防と喫煙・飲酒・薬
物乱用防止の啓発

地域保健では、対象に合わせた
啓発活動を行います。学校で
は、県主催の研修への教職員
の参加を促進するとともに、児
童生徒に適切な指導を行いま
す。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

県が主催する「性教育研修会」「薬物
地乱用防止教育研修会」への参加を
促した。

どちらの研修もWeb形式による研修
だったため、受講者が受けやすい時
間帯での受講が可能であった。受講
期間内に申し込みをした全員が受講
できるような配慮が必要と考える。

受講期間についてリマインドを行うな
どして、受講者全員の期間内受講に
努める。

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

県主催の研修機会を確実に学校へ周
知し、参加を促すことができたため。

毎年各校１人は研修を受講すること
ができているため。

保健体育安
全課

125 96 「生命と性」の健康
についての理解の
向上

各中学校区の実情に合わせ、
中学校区地域保健連絡会など
において、「生命と性」の健康に
ついての理解の向上に努めま
す。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

各中学校区の実情に合わせ、中学校
区地域保健連絡会などにおいて、「生
命と性」の健康についての理解の向上
に努めた。

市内7つの中学校区ごとに会議を2回
開催した。全体研修会は令和7年度の
アンケートをもとに現在の実情に合わ
せたテーマで思春期保健講演会を開
催する必要がある。

来年度も引き続き各中学校区ごとに
会議を2回開催、全体研修会として思
春期保健講演会を開催し、「生命と
性」の健康についての理解の向上、
健康づくりの取り組みを進めていく。

B: あ ま り 貢
献 で き な
かった

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

各中学校区で地域の子どもたちの健
康課題を共有する機会ができた。思
春期保健講演会で支援者に向けた研
修を開催することで「生命と性」の健
康について共通認識し、各機関での
取り組みの充実につなげることができ
た。

自治体と学校等が連携し、各中学校区
毎の健康課題や実情に合わせ、「生命
と性」の健康についても関係者が共通
の目標をもって理解の向上に努めるこ
とが出来ている。

健康支援課

№
事業
番号

事業名 事業内容
R7管理指標

実績

基本目標に対する貢献度

担当課

Ⅳ心が通い合い、健康で安全に暮らせる環境づくり

1　生涯にわたる健康維持への支援

①　生涯にわたる健康維持への情報提供と相談の充実

事業に対する評価
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基本目標

課題

施策の方向

令和7年度事業実績
（具体的な内容）

事業実績における課題
次期計画期間における

具体的な取り組み
令和2年度
の貢献度

令和3年度
の貢献度

令和4年度
の貢献度

中間評価
令和5年度
の貢献度

令和6年度
の貢献度

令和7年度
の貢献度

総合評価
令和7年度
評価の理由

総合評価の理由

126 97 切れ目ない母子健
康支援

「妊娠届出」時に必ず看護職が
妊婦やパートナーと面接し、そ
の後のすべての節目の時期に
妊娠・出産・子育ての状況を確
認し、妊娠中から就学前まで切
れ目のない母子健康支援を行
います。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

「妊娠届出」時に必ず看護職が妊婦
やパートナーと面接し、その後のすべ
ての節目の時期に妊娠・出産・子育て
の状況を確認し、妊娠中から就学前
まで切れ目のない母子健康支援を行
います。

「妊娠届出」時に必ず看護職が妊婦
やパートナーと面接し、その後のすべ
ての節目の時期に妊娠・出産・子育て
の状況を確認し、妊娠中から就学前
まで切れ目のない母子健康支援を行
います。

こども家庭課の設置に伴い、地区担
当保健師はこども家庭センター兼務と
なる。支援が必要なケースについて
はより母子保健と福祉の連携強化を
図る。適切な時期に支援、介入を行っ
ていく。

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

妊娠届出時より全数の状況把握を
行っている。

妊娠期から乳幼児期の子育て期の節
目の時期に専門職が健康の支援を行
うことによって、その時期に必要な情
報や支援に繋がっている。

健康支援課

№
事業
番号

事業名 事業内容
R7管理指標

実績

基本目標に対する貢献度

担当課

Ⅳ心が通い合い、健康で安心に暮らせる環境づくり

1　生涯にわたる健康維持への支援

②安心して妊娠・出産できる環境に向けた支援

事業に対する評価
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基本目標

課題

施策の方向

令和7年度事業実績
（具体的な内容）

事業実績における課題
次期計画期間における

具体的な取り組み
令和2年度
の貢献度

令和3年度
の貢献度

令和4年度
の貢献度

中間評価
令和5年度
の貢献度

令和6年度
の貢献度

令和7年度
の貢献度

総合評価
令和7年度
評価の理由

総合評価の理由

127 98 ひとり親家庭への相
談体制の充実

関係機関との連携による情報収
集により、個々のひとり親家庭
の状況に応じた相談に対応しま
す。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

母子父子自立支援員がひとり親の抱え
る様々な課題に対し、長期的視点で支
援を行った。また、必要に応じて関係機
関との連携を図り、個々が置かれる状況
に応じて適切な相談対応を行った。

ひとり親家庭を取り巻く環境は複雑化し
ており、様々な要因で生活困窮している
ケースが見られる。多角的なアプローチ
で自立支援を行う必要がある。

引き続きひとり親家庭の抱える課題に対
し、関係機関と連携しながら相談者によ
りそった自立支援を行う。

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

相談者からのあらゆる相談に対し、自立
支援員が積極的に情報収集を行い、必
要に応じて関係機関を案内する等、きめ
細やかな相談対応ができた。

相談者からのあらゆる相談に対し、自立
支援員が積極的に情報収集を行い、必
要に応じて関係機関を案内する等、きめ
細やかな相談対応ができた。

子育てサービ
ス課（旧：子
育て支援課）

128 99 ひとり親家庭の生活
の安定と福祉の増
進

ひとり親家庭の生活の安定に資
するため手当を支給するととも
に、医療費の助成により福祉の
増進を図ります。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

ひとり親家庭の生活の安定に資するた
め、児童扶養手当の支給及び対象者に
対しひとり親家庭等医療費助成受給券
の発行を行った。

ひとり親家庭を取り巻く環境は複雑化し
ており、時代の変化に合わせて、手続き
の簡素化、受給資格の確認等について
柔軟に対応していく必要がある。

ひとり親家庭の生活の安定に資するた
め児童扶養手当及びひとり親家庭等医
療費助成受給券の発行を行い、福祉の
増進に努める。

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

ひとり親家庭等への適切な手当の支給
及び医療費助成を行い、ひとり親家庭の
福祉の増進に努めた。

ひとり親家庭等への適切な手当の支給
及び医療費助成を行い、ひとり親家庭の
福祉の増進に努めた。

子育てサービ
ス課（旧：子
育て支援課）

129 100 ひとり親家庭の自立
に向けた支援

ひとり親家庭の就労による自立
を促進するため、給付金の支給
や関係機関との連携により支援
します。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

ハローワークと連携し、ひとり親家庭の
就労支援を実施するとともに、資格取得
のために教育訓練講座等を受講する対
象者について給付金の支給を行った。

ハローワークの教育訓練講座の支払い
と本市からの支払いの各種条件が異な
ることから、支給金額について受給者と
共通に理解を図りながら十分に注意する
必要がある。

自立支援プログラムの策定を行うなど、
資格取得に向けた支援を継続的に行う
とともに、必要に応じて関係機関との連
携を行い、総合的な支援に繋げる。

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

必要に応じて自立支援プログラムの策
定を行うなど、支援対象者に寄り添った
就労支援を行うことができた。

必要に応じて自立支援プログラムの策
定を行うなど、支援対象者に寄り添った
就労支援を行うことができた。

子育てサービ
ス課（旧：子
育て支援課）

№
事業
番号

事業名 事業内容
R7管理指標

実績

基本目標に対する貢献度

担当課

Ⅳ心が通い合い、健康で安心に暮らせる環境づくり

2　誰もが安心に暮らせる環境の整備

①男女共同参画の視点に立ったひとり親家庭に対する支援

事業に対する評価
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基本目標

課題

施策の方向

令和7年度事業実績
（具体的な内容）

事業実績における課題
次期計画期間における

具体的な取り組み
令和2年度
の貢献度

令和3年度
の貢献度

令和4年度
の貢献度

中間評価
令和5年度
の貢献度

令和6年度
の貢献度

令和7年度
の貢献度

総合評価
令和7年度
評価の理由

総合評価の理由

130 101-1 男女共同参画の視
点に立った学習機
会・情報の提供

千葉県生涯大学校の案内を行
い、学習意欲のある高齢者の学
習機会の場と情報を広く提供し
ます。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

令和7年度の入学案内について市広報
紙で周知したほか、窓口に案内書及び
願書を配架し、希望者に配布した。

担当課窓口における配布期間中、実際
に窓口で願書を受け取りに来たのは4名
にとどまっている。また、追加募集もあ
り、希望者が少なくなっている。

市広報紙において生涯大学校の募集に
ついて掲載し、情報提供を行う。また、担
当課窓口に案内、願書を配架し、希望者
に配布する。

D:事業を実
施 で き な
かった

D:事業を実
施 で き な
かった

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

生涯大学校より依頼を受けた市広報紙
への募集案内掲載及び案内書・願書の
窓口配布について実施した。

生涯大学校より依頼を受けた市広報紙
への募集案内掲載及び案内書・願書の
窓口配布について実施した。

高齢者支援
課

131 101-2 男女共同参画の視
点に立った学習機
会・情報の提供

高齢者対象の学習機会、千葉
県生涯大学校の案内などの情
報を広く提供します。また、公民
館活動において、高齢者を対象
とした男女共同参画の視点に
立った講座を実施します。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

高齢者を対象とした「寿学級」を各公民
館で実施し、男女を問わず参加できる学
習プログラムを年間を通じて実施した。

男女共同参画の視点を踏まえた講座等
を実施しているが、寿学級生の年齢や健
康状態の差により、身体を動かすことな
ど学習プログラムの配慮が必要である。

性別にこだわらず、年齢や健康状態に
配慮した事業実施を図る。

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

S:大いに貢
献できた

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

男女共同参画の視点に立った学習機会
を提供した。

いずれの年度も男女共同参画の視点に
立った学習機会を提供した。

公民館

132 102 高齢者のスポーツ・
レクリエーション活
動における男女共
同参画の促進

高齢者のスポーツ・レクリエー
ション活動において、男女が共
同参画できる環境づくりへの支
援を行います。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

老人クラブ連合会で実施した各種イベン
ト事業について、企画から設営等全般に
男女問わず会員が携わった。

男女問わず事業実施の際、各々の役割
分担が徹底しておらず、スムーズな運営
に支障が出ることがある。

老人クラブ連合会役員、参加会員に事
業内容の周知を徹底する。また、事業の
参加者を増やすため、老人クラブ会員に
参加呼びかけを行う。

D:事業を実
施 で き な
かった

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

調整及び周知を図り、トラブルなく事業を
実施できた。

連合会との調整及び各クラブに対して周
知を図り、大きなトラブルなく事業は実施
できた。

高齢者支援
課

133 103 老人クラブ等の活動
における男女共同
参画の促進

老人クラブ等の高齢者の活動に
おいて、男女が共同参画できる
環境や意識づくりへの働きかけ
を行います。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

老人クラブ連合会の副会長及び役員、ま
た単位老人クラブ会長も女性が就任して
おり、各種活動に意見をいただき、老人
クラブの運営に反映させている。

男女問わずであるが、老人クラブ連合会
の役員、単位老人クラブ会長などの受け
手が高齢を理由に少なくなってきており、
解散する単位老人クラブもあり、今後の
課題となっている。

皆が協力して事業を実施するため、役員
改選時等、女性会員に参加を呼び掛け
る。また、連合会役員がまちづくり会議に
おいて各単位老人クラブについて紹介す
るなど、会員増やす取り組みを実施す
る。

D:事業を実
施 で き な
かった

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

老人クラブ連合会の会議の様々な意見
を、運営、事業等に反映させることがで
きた。

老人クラブ連合会の会議において、男女
問わず各役員から様々な意見を伺うこと
ができ、運営、事業等に反映させること
ができた。

高齢者支援
課

134 104 障がいのある人の
社会参加と就労支
援の充実

男女を問わず障がいのある人
の社会参加の促進や就労希望
者に対する支援体制の充実を
図ります。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

・習志野市障がい者地域共生協議会雇
用促進部会を年１０回開催した。その中
で、障がい者雇用をしている企業の見学
会（１回）、また市内就労支援事業所を対
象とした意見交換会（１回）を実施した。
・市内の経済的中核を担う中小企業に対
し、障がい者雇用に係る意識醸成を図る
ための啓発活動の一環としてパンフレッ
トの作成を行った。

市内における障がい者の実習受入れの
機会拡大及び障がい者雇用に対する理
解促進

障がい者雇用の現状と課題に関する勉
強会、企業・事業所見学会、就労系障害
福祉サービス事業所との意見交換会、
障がい者雇用促進に向けたパンフレット
の作成等の取組を行い、雇用促進部会
として市内の障がい者雇用に係る課題を
把握し、障がい者の就労に係る支援体
制の充実を図ることができたため。

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

障がい者雇用の現状と課題に関する勉
強会企業・事業所見学会、就労系障害
福祉サービス事業所との意見交換会、
障がい者雇用促進に向けたパンフレット
の作成等の取り組みを行い、雇用促進
部会として市内の障がい者雇用に係る
課題を把握し、障がい者の就労に係る支
援体制の充実を図ることができたため。

障がい者雇用の現状と課題に関する勉
強会企業・事業所見学会、就労系障害
福祉サービス事業所との意見交換会、
障がい者雇用促進に向けたパンフレット
の作成等の取り組みを行い、雇用促進
部会として市内の障がい者雇用に係る
課題を把握し、障がい者の就労に係る支
援体制の充実を図ることができたため。

障がい福祉
課

135 105 障がいのある人の
相談

障がい者地域共生協議会の活
動や障がいのある人の相談支
援体制の充実を図ります。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

・協議会の全体会、運営会議、各専門部
会の活動を通し、地域の課題について協
議、検討を行った。
・地域生活支援拠点等の専門的人材の
確保・養成の取り組みとして、市内障害
福祉サービス事業所職員への研修会を
開催した。

・協議会については、令和７年度が委員
の任期の最終年であることから、次期協
議会での検討事項や協議会の体制につ
いての協議を行う。

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

・年３回発行する広報紙「ならとも」を通し
て、障害福祉サービスや障がいのある
人への理解促進を図った。
・専門部会においても、それぞれの部会
の目的を持ったチラシを作成するととも
に、商工会議所の総会や各部会におい
て周知啓発を行った。

・年３回発行する広報紙「ならとも」を通し
て、障害福祉サービスや障がいのある
人への理解促進を図った。
・専門部会においても、それぞれの部会
の目的を持ったチラシを作成するととも
に、商工会議所の総会や各部会におい
て周知啓発を行った。

障がい福祉
課

136 106 障がいのある人の
スポーツ・レクリエー
ション活動の充実

男女問わず参加できる障がい
者スポーツ大会の実施やレクリ
エーション活動の充実を図りま
す。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

・習志野市ユニバーサルスポーツ交流会
の実施。

実施スポーツや開催方法が例年同様な
ため、今後どのように変えていくかが課
題である。

障がい者スポーツのコーディネーターを
活用して取り組む。

A:貢献でき
た

D:事業を実
施 で き な
かった

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

習志野市ユニバーサルスポーツ交流会
でボッチャ等を実施し、障がいのある人
もない人も交流して協議ができた。

実施スポーツや開催方法が例年同様な
ため、今後どのように変えていくかが課
題である。

障がい福祉
課

137 107 【新規】
多文化への理解促
進

国際交流協会を中心に、姉妹都
市との交流など、国際交流によ
り、多文化への理解を深め、相
互理解の促進を図ります。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

市国際交流協会に対し、補助金交付及
び市庁舎分室の会議室の提供を行い、
協会の活動を支援した。
協会では、市民まつりや部会講演会など
でPR活動を行い、多文化への理解を深
めた。
その他、SDGｓカードゲーム「ゲット・ザ・
ポイント」を市内小学校や市内団体に向
け実施し、持続可能な社会についての学
びを提供するとともに、姉妹都市交流に
ついて情報を発信した。

令和8年度は、姉妹都市提携40周年事
業及び姉妹都市青少年交流事業の実施
予定年であり、各事業において、受入・
派遣を行う。できるだけ早い段階で参加
人数の確定や時期の確定を進める。
市国際交流協会に事業委託はおこなう
ものの、行程案に含まれる施設見学等
の要望がかなえられるよう、庁内各課と
の調整を要する。

タスカルーサ市側の体制も変化したこと
から、両市の重要視するもの、優先順位
をきちんと明確にとらえ、タスカルーサ市
及び市国際交流協会と密に連絡を取り
合い、計画を進めていく。

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

姉妹都市交流事業が復活し、各市の交
流の捉え方について、随時すり合わせが
できている。

国際交流という性質上、新型コロナウイ
ルスに制限を受ける期間が長く、実績の
振り幅の大きい分野であったが、制限期
間中に実施したオンライン交流などが、
気軽に交流のできる場として定着し、現
在も業務上の調整や打ち合わせ等に大
いに活用できている。
また、市国際交流協会員もコロナウイル
ス感染症を受け、345人まで減少してい
たものの、5類移行後は会員数も429人と
以前同様に増加し、協会事業や本市国
際交流事業に興味をもってもらえる環境
が整備できつつあると感じている。

協働政策課

№
事業番

号
事業名 事業内容

R7管理指標
実績

基本目標に対する貢献度

担当課

Ⅳ心が通い合い、健康で安心に暮らせる環境づくり

2 誰もが安心して暮らせる環境の整備

②男女共同参画の視点に立った高齢者、障がいのある人、外国人に対する支援

事業に対する評価

34



基本目標

課題

施策の方向

令和7年度事業実績
（具体的な内容）

事業実績における課題
次期計画期間における

具体的な取り組み
令和2年度
の貢献度

令和3年度
の貢献度

令和4年度
の貢献度

中間評価
令和5年度
の貢献度

令和6年度
の貢献度

令和7年度
の貢献度

総合評価
令和7年度
評価の理由

総合評価の理由
№

事業番
号

事業名 事業内容
R7管理指標

実績

基本目標に対する貢献度

担当課

Ⅳ心が通い合い、健康で安心に暮らせる環境づくり

2 誰もが安心して暮らせる環境の整備

②男女共同参画の視点に立った高齢者、障がいのある人、外国人に対する支援

事業に対する評価

138 108 【新規】
外国人向けの日本
語教室の開催

外国人が安心して日常生活、社
会生活を送れるよう、国際交流
協会で実施する日本語教室を
支援します。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

市国際交流協会への補助金の交付と市
庁舎分室の会議室の提供などを通じ、
日本語教室の実施に係る財政的支援を
行った。

日本語教室は、対面学習を選択する人
の方が多く、ある程度広い会場を確保す
ることや会場の固定化など、学習者に
とって快適な環境を提供できるよう引き
続き支援が求められる。

習志野市国際交流協会運営費補助金を
通じた財政的支援及び学習会場の確
保、日本語教室のPRを行う。

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

学習者及び日本語ボランティアの快適な
学習環境を整えることができた。

学習者及び日本語ボランティアの快適な
学習環境を整えることができた。

協働政策課
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基本目標

課題

施策の方向

令和7年度事業実績
（具体的な内容）

事業実績における課題
次期計画期間における

具体的な取り組み
令和2年度
の貢献度

令和3年度
の貢献度

令和4年度
の貢献度

中間評価
令和5年度
の貢献度

令和6年度
の貢献度

令和7年度
の貢献度

総合評価
令和7年度
評価の理由

総合評価の理由

139 109 男女共同参画推進
登録団体連絡会の
開催と連携・協働

男女共同参画推進登録連絡会
を開催し、団体との情報交換を
図るとともに、各団体の活動報
告や研修会を通して、団体間の
連携を図ります。

【管理指標項目】
男女共同参画推進
登録団体連絡会お
よび研修会等の開
催回数

【目標値】
年2回

【7年度実績】
年2回

令和8年3月に団体連絡会議を開催。団
体との情報交換を図った。また、団体の
研修会の一環として、令和8年1月に開催
の男女共同参画啓発講座「災害から命
と健康を守るために～女性・子ども・障が
いのある人・高齢者などの視点から～」
に参加いただき、防災へ男女共同参画
の視点を取り入れることへの理解を深め
た。

引き続き、団体との連携を図る取り組み
を検討していく必要がある。

今後も団体と情報交換を行い、活動報告
や研修会を通して、団体間の連携を図
る。

B: あ ま り 貢
献 で き な
かった

B: あ ま り 貢
献 で き な
かった

B: あ ま り 貢
献 で き な
かった

B: あ ま り 貢
献 で き な
かった

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

男女共同参画推進登録団体連絡会およ
び研修会ともに開催し、情報交換や連携
を図れた。

令和2～4年度においては、感染層対策
の影響で中止または書面開催となった
が、令和5年度以降は開催して情報交換
や連携を図れた。

多様性社会
推進課

140 110 男女共同参画推進
登録団体などとの協
働によるイベントの
実施

男女共同参画推進登録団体や
情報紙「きらきら」の編集委員な
どと男女共同参画の啓発、推進
を図るため、市民との協働によ
るイベント、講座などを実施しま
す。また、登録団体主催事業を
積極的に支援します。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

・令和7年度男女共同参画週間事業講演
会を開催。実施にあたり、運営委員会を
開催（年5回）。
・男女共同参画社会づくり情報紙「きらき
ら」の編集委員と協働で年2回情報紙を
発行した。
・令和7年11月に行われた「女性に対す
る暴力をなくす運動」パネル展示では、
男女共同参画推進団体と協働で行っ
た。

引き続き機会をとらえて市民・登録団体
との連携を図る必要がある。

男女共同参画週間事業運営委員会を立
ち上げ、事業実施に向けて検討を進め
ている。
引き続き男女共同参画社会づくり情報紙
「きらきら」の発行を市民と協働で行う。
また、団体活動の支援に取り組む。

B: あ ま り 貢
献 で き な
かった

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

男女共同参画週間事業および男女共同
参画社会づくり情報紙「きらきら」の事業
を市民と協働で実施することができた。

男女共同参画週間事業および男女共同
参画社会づくり情報紙「きらきら」の事業
を市民と協働で実施することができた。

多様性社会
推進課

141 111 市民参画による情
報紙の企画・編集

市民編集委員と協働で、男女共
同参画社会づくり情報紙「きらき
ら」の企画・編集を行います。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

男女共同参画社会づくり情報紙「きらき
ら」は、市民公募の編集委員6名と、対面
またはリモートを活用しながら、年9回の
会議を開催した。
令和7年9月（第60号）発行
令和8年2月（第61号）発行

編集における工夫や、情報共有を行い、
紙面づくりを行う必要がある。
編集委員と連携を図り、委員募集や取材
先の検討を行っていく必要がある。

情報紙「きらきら」の発行に向けて、市民
と協働で企画・編集を進めていく。

A:貢献でき
た

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

市民と協働で、家庭における男女共同参
画及び多様な働き方など、様々なテーマ
を特集し年2回発行することができた。

市民と協働で、ジェンダー、ダイバーシ
ティ、ワーク・ライフ・バランス、パラレル
キャリアなど、男女共同参画の様々な
テーマを特集して毎年年2回発行するこ
とができた。

多様性社会
推進課

№
事業
番号

事業名 事業内容
R7管理指標

実績

基本目標に対する貢献度

Ⅴ　将来像の実現に向けた推進体制づくり

1 市民と行政による連携の強化

①　男女共同参画センターを中心とした市民協働の推進

事業に対する評価

担当課

36



基本目標

課題

施策の方向

令和7年度事業実績
（具体的な内容）

事業実績における課題
次期計画期間における

具体的な取り組み
令和2年度
の貢献度

令和3年度
の貢献度

令和4年度
の貢献度

中間評価
令和5年度
の貢献度

令和6年度
の貢献度

令和7年度
の貢献度

総合評価
令和7年度
評価の理由

総合評価の理由

142 112 男女共同参画審議
会と事業担当課との
連携

男女共同参画審議会や同審議
会が設置する部会の意見に基
づき、計画の事業担当課などと
の対話の機会を調整します。

【管理指標項目】
男女共同参画審議
会と事業担当課との
対話の実施回数

【目標値】
年1回

【7年度実績】
年1回

令和7年7月に、事業評価部会を設置し、
8月（第2回）では次長職で構成される「習
志野市男女共同参画施策庁内推進会
議」との対話を行い、第3次男女共同参
画基本計画の振り返り及び今後のビジョ
ンについて対話（意見交換）および第3次
男女共同参画基本計画の令和6年度事
業評価について審議を行った。

引き続き、事業評価等について必要に応
じて意見交換・情報共有を行いながら施
策を推進する必要がある。

引き続き、事業評価等について必要に応
じて意見交換・情報共有を行いながら施
策を推進する。

D:事業を実
施 で き な
かった

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

「習志野市男女共同参画施策庁内推進
会議」との対話を行い、第3次男女共同
参画基本計画の振り返り及び今後のビ
ジョンについて対話（意見交換）および第
3次男女共同参画基本計画の令和6年度
事業評価について審議を行った。

令和2年度を除き事業評価部会を設置。
対話の機会について、令和5年度までは
重点施策をテーマとした事業担当課との
対話を行い、令和6年度及び7年度は次
期計画策定に向けて次長職で構成され
る習志野市男女共同参画施策庁内推進
会議との意見交換が図れた。

多様性社会
推進課

№
事業番

号
事業名 事業内容

R7管理指標
実績

基本目標に対する貢献度

Ⅴ　将来像の実現に向けた推進体制づくり

2 計画推進体制の強化

①　習志野市男女共同参画審議会の充実

事業に対する評価

担当課

37



基本目標

課題

施策の方向

令和7年度事業実績
（具体的な内容）

事業実績における課題
次期計画期間における

具体的な取り組み
令和2年度
の貢献度

令和3年度
の貢献度

令和4年度
の貢献度

中間評価
令和5年度
の貢献度

令和6年度
の貢献度

令和7年度
の貢献度

総合評価
令和7年度
評価の理由

総合評価の理由

143 113 事業担当課の取り
組みに対する相談
支援、助言

市が実施する取り組みの中に
男女共同参画の理念を反映さ
せるため、本計画の取り組みを
実践する事業担当課への情報
提供に努め、積極的に相談支
援および助言などを行います。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

・第3次男女共同参画基本計画の令和6
年度の取り組みについて、評価が低かっ
た担当課へのヒアリングを行った。
・子育てサービス課が実施する子育て支
援コンシェルジュ養成講座において、DV
相談窓口と被害者への対応について講
座を行った。

引き続き担当課の事業の取り組み状況
について確認をし、積極的な相談支援及
び情報提供を行う必要がある。

事業の取組状況を確認し、積極的な相
談支援及び情報提供を行う。

D:事業を実
施 で き な
かった

D:事業を実
施 で き な
かった

B: あ ま り 貢
献 で き な
かった

B: あ ま り 貢
献 で き な
かった

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

評価をもとにしたヒアリング、講座等で支
援および助言を行った。

第3次男女共同参画基本計画の令和6年
度の取り組みについて、評価が低かった
担当課へのヒアリングを行った。
令和6年度については、各課が所管する
実施計画等の見直しにあたり、市民意識
調査が行われていることから、性別欄の
記載方法等について、全庁周知を行うほ
か、担当課に対して助言を行った。

多様性社会
推進課

144 114 男女共同参画施策
庁内推進会議の充
実

男女共同参画審議会などとの
対話の機会を有効に活用しなが
ら、柔軟にかつ迅速な視点にた
ち、庁内における男女共同参画
の取り組みを推進します。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

男女共同参画施策庁内推進会議を2回
実施。（令和7年8月、9月。）うち令和7年
8月開催は男女共同参画審議会との対
話を実施。

男女共同参画施策庁内推進会議を2回
実施、うち令和7年8月開催は男女共同
参画審議会との対話を実施することで、
第3次男女共同参画基本計画の振り返
り、今後のビジョンについておよび第3次
男女共同参画基本計画の令和6年度事
業評価について検討が図られた。
引き続き、男女共同参画施策について、
検討を進めてい必要がある。

引き続き、男女共同参画施策について、
検討を進めてい必要がある。

B: あ ま り 貢
献 で き な
かった

B: あ ま り 貢
献 で き な
かった

A:貢献でき
た

B: あ ま り 貢
献 で き な
かった

A:貢献でき
た

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

S:大いに貢
献できた

男女共同参画施策庁内推進会議を開催
し、庁内における男女共同参画の取り組
みを推進した。

令和6年度より男女共同参画施策庁内
推進会議の構成委員を「次長職及び課
長職」から「次長職」に限定して組織化、
また担当課会議を廃止して研究会を設
置できるようにしたことで、より迅速かつ
具体的な意見交換ができるようになり、
次期計画の策定に向けた内容の検討が
行えた。
引き続き、男女共同参画施策について、
検討を進めてい必要がある。

多様性社会
推進課

145 115 庁内プロジェクト等
の強化

男女共同参画施策庁内担当者
会議をはじめ、市民、関係機関
などとの連携を図り、多様な意
見を交えながら、取り組みの充
実、強化を図ります。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

男女共同参画施策庁内推進会議を2回
実施。（令和7年8月、9月。）

多様な課題に対して、迅速かつ具体的
に連携を図っていくため、男女共同参画
施策庁内推進会議にて協議を行った。

今後も事業担当課に対して、ヒアリング
を強化するほか、研究会の立ち上げなど
を検討し、連携の強化を図る。

D:事業を実
施 で き な
かった

B: あ ま り 貢
献 で き な
かった

D:事業を実
施 で き な
かった

C:貢献でき
なかった

C:貢献でき
なかった

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

多様な課題に対して、迅速かつ具体的
に連携を図っていくため、男女共同参画
施策庁内推進会議にて協議を行った。

令和6年度より男女共同参画施策庁内
推進会議の構成委員を「次長職及び課
長職」から「次長職」に限定して組織化、
また担当課会議を廃止して研究会を設
置できるようにしたことで、より迅速かつ
具体的な意見交換ができるようになり、
次期計画の策定に向けた内容の検討が
行えた。
引き続き、男女共同参画施策について、
検討を進めてい必要がある。

多様性社会
推進課

№
事業
番号

事業名 事業内容
R7管理指標

実績

基本目標に対する貢献度

Ⅴ　将来像の実現に向けた推進体制づくり

2　計画推進体制の強化

②　庁内の連携と推進体制の強化

事業に対する評価

担当課
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基本目標

課題

施策の方向

令和7年度事業実績
（具体的な内容）

事業実績における課題
次期計画期間における

具体的な取り組み
令和2年度
の貢献度

令和3年度
の貢献度

令和4年度
の貢献度

中間評価
令和5年度
の貢献度

令和6年度
の貢献度

令和7年度
の貢献度

総合評価
令和7年度
評価の理由

総合評価の理由

146 116 国・他の地方公共団
体・公共的団体との
連携・協力体制の充
実

国・他の地方公共団体・公共的
団体との連携を密にし、協力し
て課題解決に取り組みます。

【管理指標項目】

【目標値】

【7年度実績】

下記の関係会議、連絡会等へ参加。
・男女共同参画センター等連絡会議(令
和7年5月27日)
・令和7年度市町村男女共同参画担当課
長会議及び
市町村多様性尊重担当課長会議（令和7
年8月19日）(オンライン)
・令和7年度DV被害者支援連絡会議(令
和7年10月21日)
・令和7年度 ちば男女共同参画行政担
当者連絡会議(令和8年2月12日)(オンラ
イン)
・令和7年度第3回千葉県男女共同参画
推進本部幹事会及び市町村男女共
同参画担当者研修会（令和8年3月19日）
(オンライン)
・その他､千葉県地域推進員会議への参
加

関係機関との連携機会が増えてきてい
るため、積極的に情報収集を行うなどし
て、関係機関との連携を図る必要があ
る。

引き続き関係会議、連絡会等に出席し、
国や県の情報収集に努め、近隣自治体
の取り組みについて情報交換を行い、連
携を図る。

B: あ ま り 貢
献 で き な
かった

B: あ ま り 貢
献 で き な
かった

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

A:貢献でき
た

会議に積極的に参加する機会を持つこ
とができた。

感染症対策のため各種会議が実施でき
ない年度が続いたが、感染症収束後は
は積極的に参加し、国・他の地方公共団
体との連携強化に努めた。

多様性社会
推進課

№
事業
番号

事業名 事業内容
R7管理指標

実績

基本目標に対する貢献度

Ⅴ　将来像の実現に向けた推進体制づくり

2 計画推進体制の強化

③国・他の地方公共団体・公共的団体との連携強化

事業に対する評価

担当課

39


